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1 .センターの概要

，. ， 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規

織物の開発，技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

，. 2 組織と業務
総務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること。

( 2 )財産・物品の管理に関すること。
( 3 )施設維持等に関すること。

( 4 )総合企画，連絡調整に関すること。
機織研究室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )繊維素材及び繊維製品の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

デザイン研究室

( 1 )大島紬の意匠図案の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究に関すること。
染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

，. 3 沿革
昭和 2年4月 昭和 2年3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され， 4月1日庶務，機織，原

料糸，染色の 4部で発足する。

昭和 4年11月 鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，

機織の4部が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

昭和 7年4月 大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

昭和20年4月 戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

昭和21年2月 内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称

する。昭和25年5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工謀で大島紬の指導を行う。

昭和25年6月 大島染織指導所として再発足する。υ昭和26年4月 旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。
昭和27年4月 伝習生(1年)，研究生等(6ヶ月)の養成を再開する。

昭和27年4月 大鳥染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

昭和28年12月 日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

昭和30年11月 庁舎用地として303m'を取得し，ボイラー室を設置する。

昭和31年3月 加工室，機織室，会議室を新築する。

昭和37年7月 機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

昭和38年4月 本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

昭和48年3月 染色廃水処理施設を設置する。

昭和54年11月 創立50周年記念事業を実施する。
昭和56年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改輩により，鹿児島県大島紬技術指導セン

ターと改称し，総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

平成元年10月 大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。

平成 2年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究

室に改称する。

平成 9年3月 ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。

1 -



1. 4 機構

1. 4. 1 組織と職員配置 (H15. 4.1現在)

商工観光労働部 工業振興課 大島紬技術指導センター

自官 長

三寸 し一主主

査冨森達人

仁科勝海 喜入 課長(副館長兼務) 査井之上成美

機織研究室 主任研究員今村順光

室長平田清和 ト主任問問智子

主任研究員福山秀久

主任研究員富山晃次

デザイン研究室 」一主任研究員徳永嘉美 u 
室長上原守峰 主任研究員山田淳人

染色化学研究室 主任研究員操 利一

室長西 決造 ト主任研究員山下宜良

研究員松永一彦

研究員前回みなみ

技術補佐員平 俊博

1. 4. 2 職員現況表 (H15.4.1現在)

区 分 事務職 技術職 現業職 計 非常勤職員 備 考

館 長 l 
¥_) 

l 

総 務 5果 3 3 

機織研究室 5 5 

デザイン研究室 3 3 

染色化学研究室 5 l 6 

言十 3 1 4 l 1 8 

-2 -



1. 4. 3 人事異動

(H14. 4. 2-H15. 4.1) 

発令年月日 氏 名 新 任 |日 任 備考

H15.4. 1 平田清和 機織研究室室長 機織研究室主任研究員 館内異動

H15.4. 1 冨山晃次 機織研究室主任研究員 再任用

Hl5.3.31 富山晃次 機織研究室室長 退職

1. 5 決算 (単位:円)

u 
歳 入 歳 出

使用料及び手数料 157，250 総 務 管 理 費 794，195 

言昔 ~J7. 入 11，050 中小企業振興費 641，568 

工業試験場費 57，717，825 

メE盗3、 言十 168，300 % 計 59，153，588 

Q 

3 



1. 6 規模
1. 6. 1 土地・建物
土地 6，356.34m' 
建物 2，434.74m' 
所在地鹿児島県名瀬市浦上町48番地ー 1

区分 手重 lJU 

土地 事務所用地及び施設用地

建物 事 務 所 及 び 研 究 室

'" ハイテク開放試験室{つむぎゆらおう塾)

" 廃水処理施設及ぴ実験用泥田

計

工作物 百己 念 碑

1. 6. 2 配置図
2F 

構 l 階
造

鉄筋コンクリート造 1，499.26 

鉄 F同. 造 164.32 

鉄 F同.. 造 140.76 

1，804.34 

石 キオ l基

化学分析室 機器計測室 |機器計測準備室

機器分析室 デザイン研究室

1 F 

ハイテク開放試験、室

(つむぎゆらおう塾) 回 固

糊ドL 染色試験室

張

技術l IJ 
り

中庭 |相談室 中庭
仕 wc 

空!n障l室
上

場 展示ロビー
会議室

活用 職員

玄関

4 -

(単位:ぱ)

2 階 計

6，356.34 

630.40 2，129.66 

164.32 

140.76 

630.40 2，434.74 

l基

u 
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1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機織研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備考

万能引張試験機 テンシロンRTM-IOO 側オリエンァック S63 

KN型織機 KN-6X6 115cm 津田駒工業(槻 S63 
KES風合いシスァム

引張りせん断試験機 KES-FBl 側カトーテック Hl 国補

純曲げ試験機 KES-FB2 側カトーテック Hl 国補

圧縮試験機 KES-FB3 (附カトーテック Hl 国補

表面試験機 KES-FB4 側カトーテック Hl 国補

システム用自動処理装置 KES-FB 側カトーテック Hl 国補

精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 側カトーテック Hl 国補

水分含有量測定機 LP16-M メトラ一社 Hl 国補

粘度測定機 DV-II 協和科学(槻 Hl 国補

繊度調Ij定器 DC-llA サーチ鮒 Hl 国補

比重測定装置 KGM-l コカジ技研 Hl 国補

毛羽試験機 F-INDEX TESTER 敷島紡績側 日1 国補

撚数測定機 TC-50 敷島紡績側 Hl 国補

テンシロン万能試験種目データ処理装置 MP-IOO (掬オリエンァック Hl 国補

サンプルオープナー OP司 200 大和機工側 Hl 国補

ラップフォーマー LF-200 大和機工側 Hl 国補

ローフーカード SC-200 大和機工側 Hl 国補

ドローインフレーム DF-4 大和機工側 Hl 国補

意匠撚糸機 123-AF 日本紡織機械製造側 Hl 国補

ドピー機 AP-25 (槻山田ドピー販売 H2 国補

ドピーコントローフー EDC-2800 側コスモテキスタイルマシン H2 国補

ワインダー(自動乾燥糊付) KS-3 (槻梶製作所 H2 国補

通気性試験機 阻S-F8-APl 側カトーテック H2 

全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 敷島紡績側 H3 国補

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 エデラ社 H3 
紋織装置 KYB直織(1，200口) カヤバ工業(補 H5 

Q 電子ジャカード ELJ-S カヤパ工業(槻 H6 国補

画像処理システム GD1200(A) カヤパ工業側 H6 国補

紋織支援装置 CGS}¥Oソコン編集機 カヤパ工業側 H6 
糸ねじり交差トルク試験機 KES-YN-l (楠カトーァック H7 

緋締めシミュレーションシステム KYB カヤパ工業(栂 H7 国補
。 入出力装置 KYB(本体Acolor 935) カヤパ工業(槻 H7 国補

織物組織設計装置 CATシステム 中西織工芸(有) H7 
タイイングマシン JM-H18型 側橋詰研究所 H8 

糸繰り機 TYB-145V 側山田 HlO 
糸張力計調Ij装置 CB-20 納金井工機 HIO 
動作解析装置 DOU-202 側エムァック HIO 
拡大映像装置 KH-2400DP 側ハイロックス HIO 

画像処理記録装置 開カヤパ HIO 

緋意匠ンステムソ7トウエ7 。栂カヤパ H12 

物性デ タ解析装置 KES】 lF-Ol (栂カトーテック H13 

全自動単糸強力試験機 ST-2000 鮫島テクノ附 H14 
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デザイン研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考
CAD及び技術情報ンステム タフコンEX トタルソ7トウエ7(掬 H1 国補

小紋配色シミュトションシ7ト トPルソ7トウエ7(掬 H5 
大鳥紬ピγュ7ル カイJ7テタ/口γ--;:骨栂 H9 

7'レセやンテーションシステム

デサーイン7'ロセット一式 カイ/了テクノロγ-;n楠 Hll 
大島紬図案設計装置 ト-Hnトウエ7側 H12 
プロジェクタ一一式 カイJ7テク/ロγ-;n楠 H12 共用
ロール紙対応高精細画像 カイノ7テクノロγ-;n槻 H13 

処理システム

大島紬高度ヂγ川処理システム カイJ7テクノロγ-;n槻 H14 

染色化学研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備考

カラーアナライザー TC-1800 東京電色側 S60 
ガスクロマトグフフ GC-9AM 側島津製作所 S61 
GPCクロマトグフフ ウォーターズ600E 日本ミリホ'7・IJミテッド社 H1 国補
クリーンベンチ PCV-1303 日立製作所側 H1 国補

u 
凍結乾燥機 VD-60 大洋科学工業側 H1 国補
アンダーグフス野外暴露台 IS-1 スガ試験機鮒 H1 国補
自動総染機 MVS-2 i畢村化学機械工業側 H1 国補

砕断機 H14型チッパー 側太平製作所 H1 国補
分光反射率言十 MS-2020 PLUS マクベス社 H1 国補
オートスクリーン捺染機 AV-ill 山口科学産業(槻 H1 国補
赤外分光光度計 1640 ノTーキンエルマ一社 H1 国補
クロマトスキャナ CS-9000 (栂製作所 H1 国補
捺染台 側フジヤマ H2 国補
スクリーン製版機 SP-180 理想科学工業(機 H2 国補
画像解析装置 nexus-Qube (楠ネクサス H2 国補
フェードメーター FAL-5 スガ試験機側 H2 国補
CCM用ソフトウェア COMSEK 削減5版 日本化薬(掬 H3 国補
カラーキッチン 臥YALIBRAK-1(D) 日本化薬(栂 H3 国補
分光光度計 UV-2200 側島津製作所 H4 u 
糖度屈折計 RX-1000 アタゴ附 H4 
遠心式薄膜濃縮装置 CEP-L 側大川原製作所 H4 国補
真空乾燥機 SF-02H (槻大川原製作所 H4 国補
膜ろ過試験機 FS-293-20S アドパンァック社 H4 国補
帯電性試験機 シシド静電気胸 H5 
全自動シドjンハーイ染色装置 イントレックス側 H5 
原子吸光光度計 3300 パーキンエルマ一社 H5 
3軸制御直交ロボット HAS-A3 芝浦製作所側 H7 
微小面分光測色計 MSP-!90 日本電色工業側 H7 
ノTーソナルコンピュータ VM-516S.Flex-Scan 88F エプソン社，ナナオ社 H7 
分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800.JED-2100 日本電子側 H7 
自動摺込み染色装置 側エルム H8 国補
緋糸用巻き取り装置 側エルム H8 国補
ピンテント型ヘーーキング試験機 PT-1A型 辻井染機工業側 H10 
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機 器 名

高解像度ヂγPルカメラ装置
ニューマチックマングル

大型熱風乾燥機

卓上電気透析装置

経糸巻き取り装置

遊星回転ボールミル

イオンメータ

洗濯試験機

ドライクリーニング試験機

分光反射率計

次元測色シスァム

型

D-2000 
VPM-IA型
5-80型
5-3型

P-6 
F-24C 
LM-8D 
LM-D特型
CM-3100 
CI-I041i 

式 メーカー名 設置年度 備 考
キャノン側 HIO 
辻井染機工業側 HIO 
旭科学側 HIO 
旭化成工業(槻 Hll 
。栂エルム Hll 
フィリチュ・ジャノTン H12 
堀場製作所 H12 
スガ試験機 H12 
スガ試験機 H12 
ミノルタ側 H12 
ミノルタ側 H13 
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2 試験研究業務

2. 1 試験研究概要

室名 事業名(年度) 概 要

大島紬用手織機の4改良研究 H12年度に考案したアルミフレーム製の試作手織機の性能試

(H12-14) 験を通して，経糸の張力調整や均一な緯糸打ち込み等の条件犯

援や経緋糸での条件設定等について製織試験を行い，改良ポイ

(終期) ントの掌握を図る。

2モト越式に続き最終年度は7'"'<ルキカタスでの製織実証試

験を行い，機能の安定化・品質向上及び生産性の効率化の確認

機 検証を行った。

複合糸・高密度織物の応用に (1)複合糸の試作試験及びアイテム別織物の研究開発
υ 

関する研究 新しい素材開発・洋装用織物を目指す企業・研究会グループ

織 (特定中小企業集積活性化支援 等から相談・指導・支援協力が寄せられている。これらに応え

事業) るため，業界のニーズ・要望等も取り入れて素材開発・用途別

(H14-16) 広幅織物の研究開発に取り組みを図る。

複合糸としての芭蕉混紡糸にピスコース加工技術を導入して

研 (新規) 糸表面にセルロース(繊維質)を固着させる基礎試験を行い，毛

羽防止や糸表面の滑らかさ等の改善効果が見られた。

また，経糸に双糸を使用し，各種の緯糸を組み合わせた洋装

用の製織サンプルにより提案用資料を得ることができた。

究 (2)高密度緋織物に関する研究

従来の製品より高級感のある高密度の大島紬について糸の選

定やそれらに伴う織物設計方法の確立を目指す。

高密度無地織物のデータを基に18算の緋織物の作成を行い，
、J

室 同データが緋織物設計において糸目付と緋締め筏密度の組合せ

の目安となることが確認できた。

ジャカード緋廷の糊抜き加工 現在「デザイン・緋締めシステム」を利用して，同じ模様の

に関する研究 繰り返しでない従来にない，デザイン展開の製品試作を行って

(H13-14) いるが，当システムの，ジャカード締め機により作製される緋

廷は二重の組織になるため，染色作業で染料の浸透が悪く，緋

(終期) の染まり具合に課題が残されている。

染め不良の原因として，染色前の糊抜き工程での糊落とし不

足があげられる。そこで，糊張り時の糊に着色斉Ijを混ぜ，糊抜
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室名

ア

ザ

イ

ン

研

究

に/室

染

色

化

寸且ゐー・

)研

究

{ 孟

事業名(年度)

大島紬着姿シミュレーション

によるデザインの高度化に関

する研究

(H12-14) 

(終期)

緋配色の体系化に関する研究

(H12-14) 

(終期)

改質絹糸及び天然粉末染料を

応用した技術・製品開発

(H13-15) 

概 要

き判定用のジャカード緋建を作成し糊抜き試験を行った。

その結果，糸に染着せず，糊と同じように落ちる着色斉IJとし

て利用可能な酸性染料を見い出し，適切な使用条件と効呆的な

糊抜き方法が得られた。

大島紬は平面で図案設計されるため立体の着姿が仮想できな

いので，当センターが開発した大島紬ピジユアルプレゼンテー

ションシステムのバーチャル機能を活用して，平面における図

案と着姿からなる立体図の関係を柄の出方によって解明し，テ拘

ザイナーが装着時を迅速にイメージできるデータベースを構築

する。そして，従来の図案設計の流れとは逆に，着姿からデザ

インを発想しさらに平面図案へ置き換える新しい技術を確立し

デザインの高度化を図る。

色の指標となる織り上がり見本400色を作成し，染色糸と反

物との色ズレを調べた。その結果，染色糸の仕上げ処理と湯通

し処理における糊剤の影響と恩われる色の脱落が主な原因であ

ることが分かった。また，湯通し処理後の色彩情報を元にした

緋配色シミュレーションシステムを構築したことにより色彩表

現が実物に近いものとなった。

緋慈における混色採み込み染色は低温型反応染料の使用と汚

染防止処理を行うことにより地切れやムラ染めがなく，目標と

|する色に染色できることとなった。

摺り込み染色時の地色緋部の汚染防止については染料と同じ

|アニオン系FixnlJの地色緋部へに付与によって，色糊の泣き出

しはなくなったが，色糊の地色部付着試験では汚染する結果と

なった。

(1)絹糸の化学改質

大島紬製品には摩耗，毛羽，スレのクレーム等が数多くあ

り，その有効な処理方法が未だに開発されてないため，絹糸を

改質剤(エポキシ系化合物等)と化学反応させ，摩耗，毛羽，ス

(継続)Iレが出来にくい絹糸に改良することで，草木染めや泥染めにお
ける効率的な染色技術を確立して高堅ろう度の新商品(高級男

物大島紬，洋装化等)の開発を図る。

(2)粉末染料の製造

9 



室名 事業名(年度) 概 要

植物染料は使用する毎に抽出して用いるが，その抽出液は約

染 1 1 3. 4日で腐敗し長期保存できない。植物は生育環境や樹木の

色 1 1大小によって染色濃度が異なり，色の再現性，染色堅ろう度が

化 1 1弱いことから新製品作りに大きなリスクを伴い限られた数種類

学 1 1のみが利用されている。奄美諸島には亜熱帯系の植物が多く，

研 1 1独特な色素組物(例えばフクギ，イジュ)が自生している。それ

究 1 1ぞれの植物に合った粉末化や染色技術を開発することで，染料

室 1 1の安定性，長期保存ができ，色の再現性や濃度管理が可能にな

り，人為的バラツキが解消される。そのため，植物の種類に合

った粉末化，染色技術を確立する。

2. 2 研究成果

2. 2. 1 平成 13年度研究成果発表会

開催|名瀬 H14.4.19(金) 開催 名瀬会場:大島紬技術指導センタ} 参加者 163名

日時|鹿児島 H14.4.25(木) 場所 鹿児島会場:本場大島紬織物協同組合

口 頭 1r新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 1) J 
発 表| 一高密度織物に関する研究(1)ー

機織研究室 O平田清和，恵川美智子

「新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 1) J 
一高密度織物に関する研究(2)ー

機織研究室 O恵川美智子，平田清和

「新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 2)J 
一大島紬未利用糸及び複合繊維の活用による多用途織物の研究開発ー

144名

機織研究室 O今村順光，前田みなみ，操利一，山下宜良

「クエン酸精練による糸物性と染色性(泥染め)J

染色化学研究室 O前田みなみ，山下宜良，松永一彦，平俊博，塩崎英樹事

・蚕糸科学研究所

「蓉藍の藍建てに関する研究J

染色化学研究室 O松永一彦，山下宜良，東 孔・

市井上藍染工場

-10 -
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「改質絹糸に関する研究j

染色化学研究室 0操利一，西決造

「大島紬着姿シミュレーシヨンによるデザインの高度化に関する研究J

デザイン研究室 O徳永嘉美，山田淳人，上原守峰，池水秀俊・

2. 2. 2 研究発表

( 1 )誌上発表

題

本場大島紬の技法と産地案内

( 2 )口頭発表

題

葱藍の藍建に関する研究

審藍の藍建に関する研究

目

目

クエン酸精錬による糸物性と染色性

(泥染め)

-大島紬CAD研究会会員

氏名 掲 載 誌、

0富山晃次 月刊染織α2003.4

0は発表者

氏 名 発表先(発表日)

0松永一彦 平成14年度産業技術連携推進会議

仁科勝海 染色加工分科会

喜入章夫 H14.7.3 

富山晃次

西 決造

上原守峰

0松永一彦 平成14年度産業技術連携推進会議

仁科勝海 繊維部会中国・四国・九州地方部会

上原守峰 総会

H14.7.11 

0前田みなみ 日本シルク学会

山下宜良

塩崎英樹事

事蚕糸科学研究所 H14.12.6 
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2. 2. 3 展示会

展 刀て 会 名 称 期 問 f< 三 場

大島紬技術指導センター Hl4. 4.19 大島紬技術

平成13年度研究成果発表 指導セント

f< コZ H14. 4.25 本場大島紬

織物協同組

必口L 

かごしまのタベ H15. 1. 23 東京都:

東京7・1)ンスホ

テル

かごしまr'i"'イン7ェ72003 H15.3.9 鹿児島市・
製明館

2. 2. 4 関連報道

報道内容

101年度本場奄美大島紬生産反数3万台に 低迷でも

“下げ止まり感"売れるものづくりで生産増へーJ

「未利用糸使い緋技術形成へ一洋装含めた新製品開発に

期待一大島紬技術指導センターの新年度の研究」

県大島紬技術指導センタ一入所式

「伝習生入所式と当センターの紹介を含めて」

「紬の技と心を学んでJr染色，デザイン科に姉妹も」
伝習生6人が新たに入所

展 刀三 内 d廿t・ 担当部室

-素材別和装用織物の用途開発事例 機織研究室

(ハイ7")ッド糸による作衣生地，

名古屋帯試織)

-意匠糸による洋装用織物の用途開

発試織事例

-高密度(15.5算.18算.20算)

織物試織事例

-着姿ハ・ネル (B1サイn デザイン研究室

-絹改質色見本帳(A3サイズ) 染色化学研究室

-クエン酸精練糸見本

-織り上がり見本200色

-洋装品シャツ等16点 機織研究室

-織り見本4点

-商像処理事例集 デザイン研究室

-ジャケット他 6点 機織研究室

(77ツンヨンンヨー) デザイン研究室

報道機関名(日付)

4/3・・南海日日新聞，大島新聞

4/4・・・大島新聞

4/4…NHKで放映
4/9…南海日日新聞，大島新聞

ー 12-
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報道 内 n甘モ・ 報道機 関 名 (日付)

「大島紬技術指導センター研究成果発表会

-7分野報告・残糸活用した提案も 」 4/20'"南海日日新聞，大島新聞，南日本新聞

ニューモード21

「紬ファッションショー開くー奄美パークでー」

「技法生かした提案商品も」

地域産業活性化事業で報告基金協会一 5/26・・・大島新聞

本場奄美大島紬協同組合総会「撚糸工場建設へ計画策定

一新理事，監事17人を選出 2年連続の黒字計上ー」 5/29'"南海日日新聞，大島新聞

"--' 本場奄美大島紬協同組合理事会「理事長に堅山氏を再選
宮崎緑さん紬大使に 」 6/4…南海日日新聞，大島新聞

「若者たちに紬文化継承」ー奄美大島紬協同組合女性部会 6/5…南海日日新聞，大島新聞

fi羊装紬. P Rに意欲一宮崎緑さん紬大使に認定一」 6/16..・南海日日新聞，大島新聞

「紬復権を 生産者と流通意見交換本場大鳥紬織物

協同組合一」 6/21…南日本新聞

大島紬技術指導センター研究開発推進会議

f風合いをもっと大切に，撚糸工場建て替えで要望も」

「風合い生かした物づくりを，業界取り巻く現状，課題で 6/21…南海日日新聞

υ 意見交換j 6/24大島新聞

「全国の染色加工研究機関が一堂に名瀬で

一産地状況，新開発の事例報告ー」 7/4…南海日日新聞，大島新聞

「大島紬原図コンテスト，入賞25点決める」

(群島地域産業振興基金協会) 7/5…南海日日新聞，大島新聞

「鹿児島の紬の話

地球印へのあこがれ，製品検査一本化を望む声ー」 7/8…南海日日新聞

13 



報道 内 d廿t・ 報道機 関 名 (日付)

「紬泥染め生かした作品発表」

(アマミファッション研究所，道の島公社) 7/30…南海日日新聞，大島新聞

「撚糸工場建て替え 3部門の構想:研究開発，工房，

撚糸ー」 (地域産業支援センター奄振要望) 8/9・・南海日日新聞，大島新聞

「技術専門学院を休校ー来年度から，財政建て直し再開ー」

(鹿児島市:本場大島紬織物協同組合) 8/10...南日本新聞，南海日日新聞，大島新聞

「奄美のファッション産業確立へ

一補助事業導入の服飾研究グループー」 8/11...大島新聞

「成人式には紬をー力作500点を展示即売 」
Q 

(本場大島紬販売協同組合) 8/17…南海日日新聞，大島新聞

「撚糸工場立て替えで実態調査，原料糸シェア拡大など

本場奄美大島紬協同組合が作業部門ー」 8/21..・南海日日新聞，大島新聞

「紬デザイン生かしたアロハシャツ販売

一大島紬村島外への発信にー」 8/23...大島新聞

「紬製造の技術など理解へ，県内の学生9名受け入れ

鹿児島インターンシップ:紬技術指導センタ一一」 8/27…南海日日新聞，大島新聞

「作品に奄美らしさと大胆さ要求

2002本場奄美大島紬グランプリ出品総数132点ー」 8/29...南海日日新聞，大島新聞 J 

「単品管理システムをJ [" I T活用したビジネスプラン

提唱一名瀬市紬観光審議会一」 8/29...南海日日新聞，大島新聞

「伝統の技伝承に危機感

本場大島紬:専門学院休校へー」 9/1…南日本新聞

「龍郷柄の後継者育成をー紬協組:販路開拓資金で協力

要請ー龍郷町議会と初の意見交換会」 9/7…南海日日新聞，大島新聞

司 14



報道 内 :j!ゴ~・ 報道機 関 名 (日付)

「名瀬市で紬フォーラム

従事者から危機感，産地の奮起促す意見もー」 9/12・南海日日新聞，大島新聞

「ゲットウ材料に技術開発ー奄美の新産業に期待ー」 9/17…南海日日新聞

「観光機能民間との競合で懸念ー技術者支援の側面もー

撚糸工場建替作業部会」 10/1'"大島新開

「工芸品最高賞に輝くー芭蕉布工房長谷川の手提げ

バッグ一新ふるさと特産品コンクール」 10/4'"南海日日新聞

「販路開拓資金で協力要請ー紬協同組合，笠利町議会と

'--" 懇談会 」 10/11'"南海日日新聞，大島新聞

「摩耗しにくい絹糸を，高級・多用化さらに，着姿から

デザイン開発を考察ー紬技術指導センター.01年度業務

報告書 」 10/15日・南海日日新聞，大島新聞

「大島紬と西陣帯が共演ー京都で西陣夢まつりー

紬協同組合女性部会」 10/26日・南海日日新聞，大島新開

「芭蕉布に生きる人材育成を 自然素材として新たな

作品づくりを一知名町の長谷川千代子さん」 11/3・・・大島新聞

「島が育む命の色並ぶー草木，赤土染や海草も使用ー

Q 植田正輝さん染色展」 11/3'"大島新聞 11/5'"南海日日新聞

「紬織物サミットー全国から160人集結.14産地代表が

報告減産傾向に歯止め 」 11/6…南日本新聞，南海日日新聞

「物流コストの削減が課題

-I  T技術活用で調査報告ー名瀬市」 11/14…南海日日新聞

「値段安ければほしい

基金協会:青森 長野催事で紬アンケートー」 11/15・・-大島新聞

「紬の地球印競技会一36点の入賞作品決まるー」 11/22"，南海日日新聞，大島新聞
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報道 内 n廿，・ 報道機 関 名 (日付)

「もっと積極的に外へ一期け!奄美つむぎフェスター

活力ある産地へ討議も」 11/23'"南海日日新聞，大島新聞

「初代“あまみ紬きょらむん" 3人を認定

紬産地まつりー」 11/24・南海日日新聞，大島新聞

「大島紬アイデア作品コンテスト

一紬の街にぎわいづくり事業ー」 1217…南海日日新聞，大島新聞

「紬活用した洋服製作法など伝授 伝統の布を

ファッション講習会一群島地域産業振興基金協会」 12/7…南海日日新聞，大島新聞

「製造への女性進出をー紬センター仁科館長が講演ー υ 
県工業倶楽部大鳥地区プラザにて」 12/12・・・大島新聞

「須賀知事も初の紬姿で答弁一県議会にてー」

泥や緋の技術を評価創立100周年記念グランプ1)

「たけがわ織物に経済産業大臣表彰

幅広い作品の注文も出品総数138点j 12/12…南日本新聞，南海日日新聞

i2002年大島紬生産反数 18年連続減、幅は縮小(2.5%

マイナスの33，232反)ー“下げ止まり"との見方もー

本場奄美大鳥紬協同組合まとめ」 12/30'"南海日日新聞，大島新聞

「紬姿で仕事始め一気持ち引き締まるー

県庁の商工観光労働部職員」 1/7…南海日日新聞，大島新聞 に)

「高齢化進む紬業界一織工の平均年齢64.9歳ー

紬協組調査」 1/14・・南海日日新聞

「大島紬ほしい8割以上ー名瀬市新成人アンケート 」 1/20・・・大島新聞

「大島紬の未来見つめて 奄美パークで紬園遊会一」

「復帰記念一大島紬は奄美の文化ー

一紬，一村ともに文化芸術ー」 1/26・・南海日日新聞，大島新聞
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報道内 n甘- 報道機 関 名 (日付)

102年度伝統的工芸品産業功労者褒賞

紬関係者，奄美から2人ー」 1127…南海日日新聞

「ニユースインタビュー

一紬シミュレーション開発の意図は

大島紬技術指導センター上原デザイン研究室長」 1/31…南海日日新聞

「奄美と西陣がタイアップ

一名瀬市で和装産地が技の交流展ー」 2/11'"南海日日新聞，大島新聞

「紬閤遊会，多彩にー鹿児島市でファッションショー 」 2/22..'南日本新聞

¥』/「奄美発21和・洋服ファッションショー
大島紬の新たな展開提案ー」 2/23...大島新聞

「大島紬グループ21ーCADシステムなと守有効活用へ

研究開発取り組みで報告会」 2/23・・・大島新聞

「布ライブ，黒潮にのって

一鹿児島と奄美のデザイナーが共演 」 3/11・・南海日日新聞

「きょうから技能者，頑張って

伝習生6名に修了証書ー県大島紬技術指導センター」 3/18，，' N H K，南海日日新聞，大島新聞

Q 
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3 技術支援業務

3. 1 依頼業務
3. 1. 1 依頼試験

依 頼 ロ口ロ 試験項目 件数 試験種目

織物片 染色堅ろう度試験 4 6 汗-摩擦・洗濯・熱湯・耐光

練り絹糸 物性試験 9 撚数・強伸度・繊度試験

3. 1. 2 委託業務

依 頼 ロ
ロロ 項目

紹糸染色

件 数 数 量

大島紬用原料糸 4 3.300g 

3. 1. 3 機器の使用状況 υ 
項 目 件 数 時間/数量

大島紬着姿シミュレーション 5 7 0時間

色合わせ 6 110色

3. 2 指導業務
3. 2. 1 指導事業の実施状況

技術指導 指導件数 備 考

機織研究室 3 9 3 鹿児島(10)名瀬(17)笠利(10)龍郷(6 )喜界(1 ) 
大和(1 )瀬戸内(1 )宇検(1 )与論(1 )館内(345)

デザイン研究室 151 鹿児島(5) 名瀬(6) 笠利(6) 龍郷(1 )館内(133)

染色化学研究室 333 鹿児島(10)名瀬(63)笠利(27)龍郷(16)大和(1 ) 
瀬戸内(1 )宇検(1 )与論(1)姶良(1 )国分(1 ) 
館内(211)

移動指導センター 126 鹿児島にて年3回実施

ぷロ〉 言十 1. 0 0 3 上記は3研究室プロジェクトの巡回技術指導を含む。

¥ぷ

技術相談 1， 1 0 4 I機織(178)デザイン(154)染色化学(772)
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3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第1回 本場大島紬織物 2 1 -裾模様大島紬のデザインについて
協同組合 -ジヤカード締め機利用による付下げ柄製造法について

Hl4. 4. 24 (鹿児島市) -大島紬の製造に係る織物設計について

-4.25 -製造中止の代替え染料と色合わせについて

-泥藍建てについて
-着姿シミュレーションによる裁断情報について
(上原守峰，山下宜良，福山秀久，※向吉郁朗)

第2回 本場大島紬織物 6 8 -泥染め染色緋径の亜美剤処理について
協同組合 -大島紬の染色助剤について

H14.9.24 (鹿児島市) -植物染料染色の堅ろう度について

-9.25 -着姿シミュレーションについて
-大島紬未利用糸及び複合繊維の活用による織物について
-大島紬活性化事業について
. i羊装用織物の商品開発について
(西決造，今村順光，山田淳人，平俊博)

第3回 本場大島紬織物 3 7 -洋装化に向けた素材開発について
協同組合 -合成染料(反応染料)の染色法について

H15. 1. 29 (鹿児島市) -藍染めの摩擦堅ろう度について

-1. 30 -大島紬のクレームについて
-製織時における注意点について
-色糊の粘度について
-ショール等の製織法について

(冨山晃次，操利一，※向吉郁朗)

※鹿児島県工業技術センター

3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

件 数 内 廿~ 

ハイテク開放試験室 201 画像処理装置 (57)，カードレス締め機 (97)
自動摺り込み染色装置(4 ) 
シャリンパイ染色装置 (43)

繊維染色開放試験室 1 3 試験項目数 1 8 4 
主に，染色堅ろう度試験(摩擁，航.if.献(.ドライ州ーニング)

3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容
<機織研究室>

依頼内容

芭蕉布の花織について

処理結果

奄美・沖縄地域の古典紋織物の花織技術について，紋柄のデザイン
織物設計・製織を指導した。花織の柄の入った芭蕉布に仕上げ，商品
化した。その中から，手提げバッグが公募展で入賞した。
(参考:芭蕉布手提げバッグ平成14年度新ふるさと特産品コンクール
工芸品の部特賞)
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依頼内容

割込式の製織について

泥染め緯緋径の酵素処理について

(長緋を多用した緯緋鐙)

静電気防止液の効果判定について

洋装広幅織物の商品開発について

くデザイン研究室〉

依頼内容

反物(植物繊維)販売のための

プレゼンテーション技術について

大島紬設計CADシステム
(タフコン)のデータ管理法

着姿における図柄の配置

処理結果

大島紬の割込式の柄について，緋図案の見方 機搭え・経糸の緋糸

と地糸の配列・緯糸の緋糸と地糸の織り込み・織り付け・柄出し・製
織を指導した。

木綿ジヤツクにより 3昼夜，液を暖めながら処理を行ったo
酵素処理の効果があり，緋廷を裂く作業は楽になったが，長緋を多
用しているために，緋解き作業に多くの時聞を要していた。

静電気防止剤の効果を判定するため3種類(ナイロン，ポリエステ
ル，アクリル)の織・編布地に処理を行い，未処理との比較を行っ

た。 J1 5ーL1 094織物及び編物の帯電性試験方法による半減期
測定法に準拠して測定を行った結果，処理後は，ナイロンでは帯電圧

半減時間いずれも激減した。他試料でも両項目とも半減するなど効果
が見られたので，測定データを添えて説明 指導を行った。

協同組合企業グループの洋装広幅織物の商品開発計画に対してスー
ツ・ワンピース・ブラウススーツなどのレディース洋装品の研究開発

における商品企画・素材・糸使い・織物設計・試作・縫製など全般に ii 
わたる技術支援・協力を行った。 ー

処理結果

新商品である奄美の植物繊維(ゅうな・芙蓉・芭蕉)について，庖
頭販売におけるプレゼンテーション技術の指導依頼があったので，次

のことについて技術提供した。
①新規織物としての商標のデザイン(黒ウサギを図案化)及びロゴタイ
プデザイン(ネーミング含)の作成。

②素材である植物繊維の歴史・化学・被服学的検証及び植物考による
説明文の作成。
③説明文を基にしたパッケージ内プレゼンちらし及び庖頭販売におけ
るプレゼン用パネル(デジタルデータ)の作成。

④パッケージデザインの開発(箱全体のテクスチャー 商品名の色・
商標の色なとeの自己色及ぴ赤漆 シルクスクリーンによる加飾技術)

M5-D05タイプの05を使用するタフコンによる 5インチディ
スクを3.5インチヘデータ変換する技術を指導した。

部分描商されたタフコンCADデータで付下げ調の大島紬を作成す
るために，着姿シミュレーションシステムを活用して図柄配置構成し
図案設計を行った。

20 
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<染色化学研究室>

イ衣 頼 内 d廿=・ 処 理 結 果

泥染め大島紬の変色について 大島紬販売脂から泥染め大島紬が保管中に色が変色したので，その

原因と手直しについて相談を受けた。熱処理試験や手触り，光沢を調
ベた結果，泥染め製品であるのに手触りも固いことから湯通しが十分
行われていないようであった。湯通しによる糊材や亜美剤の除去が十
分にできてない為，由化現象が起こったものと思われる。湯通しによ

る糊材や油剤の除去を完全に行い，手直し法や保管法について指導し
た。

筏羽の付着物について 筏羽に白と黒い粉状が付着物あり，その付着物の特定について依頼
された。無処理で拡大写真を撮って観察したところ，繊維状のものに
綿が絡まったように見えた。 70'Cのハイドロサルファイト溶液で処理
した結果，両サンプル共，色が抜染された。穆酸溶液での処理は変化
がなかった。水酸化ナトリウム溶液では両サンプル共溶解した。以上

のことからサンプルの大半は絹糸であると推測される。

泥染め糸の異物(毛羽)について 泥染め糸の一部分にだけ異物が付着した。この異物の特定と発生の

原因について依頼を受けた。顕微鏡写真による観察や穆酸溶液での処
理観察により絹糸であることが判明した。泥染め染色での操み込みで

¥_! 

の擦りが原因と思われるので，採み込み加減等について指導した。

正藍染めの移染防止について 藍は天然染料のなかで古くから最も用いられ，親しまれた色である

が移染しやすいという欠点がある。藍の移染防止について相談を受け

7~ 。
藍染め糸を助剤処理によって摩擦竪ろう度向上を図り，製織の段階

で，堅ろうな藍染め大島紬製造について技術指導を行った。

精練法とその工程管理の指導 t農水性を帯びた泥染め用絹糸は染色性が悪い上，毛羽発生や糸脆化
の原因となって，製品の品質低下を招きかねない。この為，石鹸精練

工程の見直しと方法の指導を行って，染色性改善を図った。又，糸物
性(強伸度や毛羽発生)での優位性や援水性の原因となる石鹸残留が伴
わないクエン酸精練法の技術指導も行った。

ポリエステル糸の泥染め法の指導 伸縮性を伴うポリエステル繊維は吸水性がよい反面，染着性が悪

く，染色媒染後の乾燥時に色素や媒染剤が粉状となって，脱落する

o 
為，石灰処理濃度を通常濃度の5倍希釈とし，更に硫酸第一鉄濃度を
高める方法により固着効率を高めた処理を染め工程中に採り入れる事

を指導して，問題の解決を図った。

商品開発に伴う色選定用 縞格子柄の商品開発に伴う色選定を緋配色シミュレーションシステ

シミュレーション技術の指導 ムを使って，色のi農淡違いと色相違いの4通りのシミュレートを行う
事により，イメージの可視化方法とこれによって選定した色の染料配

合比率等，染色処方を指導した。

シルクペプチド等水溶性シルクパウダー 市販の水浴性シルクペプチドは保管等取り扱いが簡便なことから，
の色止め効果について 色止め弗!として使用したいとの相談に対し，藍染め製品における色止

守

め効果を調べた結果，若干の効果の程はあったが，シマソーレ処理に
代わる大幅な改善には至らなかった。

泥染め無地の抜染技術の指導 合成染料染め糸と泥染め糸による交織黒無地の部分抜染を抜染糊と
漂白の2段階で行う白抜法の指導を行った。
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3. 3 研究会，講習会等の開催
3. 3. ， 研究会
(1)'95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブ」
会長:JlI畑須栄男 担当室:デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日 実施場所 内 ，甘.... 

H14. 5.12 奄美ハ・-1(笠利町) 5月「全国野鳥保護のつどい」におけるユイクラブ物産品の出品

21 トロヒ.カルステーンヨンホテル 講演会「よそから見た奄美の鳥興し」
(名瀬市) 講師村山紋(サン・プロジェクト代表取締役)

30 当センター 5月総会
平成14年度事業計画

" 予算

日14.6. 5 トロt'カルステーンヨンホテル 講演会「奄美物産であるフルンガプでの島輿し戦略」
(名瀬市) 講師村山紋(サン・プロジェクト代表取締役)

H14. 7. 2 トロt'カルZテーションホテル 経営技術相談会 iI T関連における補助金等の説明」
(名瀬市) 講師荒殿忠洋(経営コンサルタント)

19 奄美サン7'ラずホテル フォーラム「奄美の21世紀を考える」
〈名瀬市) 会員の越問氏がパネラーとして参加

H14. 9.22 奄美空港トミナル 奄美空港まつりイベント

(笠利町) -催し物の一環として地場産品及び書籍ビデオの展示販売

-ユイクラブのプレゼンテーション

日14.10.5 I!しゃ山村 経営座談会「地場産品のアンテナショップの企画と販売戦略」

(笠利町) 講師荒殿忠洋(経営コンサルタント)

7 トロヒ・カルステーションホテル 講演会「地場産品の企画販売」
(名瀬市) 講師藤下忠之((株)サンコー代表取締役)

日14.11.6 奄美サン7'ラサーホテル 講演会「長寿と奄美の食文化」
(名瀬市) 講師井形昭弘(名古屋学芸大学学長(元鹿児島大学学長)) 

会場にて会員 l社における地場産品の展示

H15. 2. 6 当センター 講演会「異業種交流について」

講師 岩切哲朗(奄美群島振興開発基金理事長)

H15. 3. 8 トロヒ.カルλテーンヨンホテル 講演会「島輿し講演会 生きている限り」
(名瀬市) 講師藤下忠之((株)サンコ一代表取締役)

H15. 5.29 当センター 総会

参加者数

会員 5名

会員4名
他 20名

会員 7名
委任4名

会員3名
他 25名

会員3名
f由 5名

会員3名
{也 150名

会員4名
他 l名

会員2名
他 6名

会員3名
他 30名

会員3名
f血200名

会員6名

会員2名
f也 50名

会員4名

( 2 )色明彩研究会
会長:窪島弘二 担当室:染色化学研究室 担当職員:山下宜良，前回みなみ，平俊博

開催日 実施場所 内 ，廿zモ・ 参加者数

H 114. 7.10 当センター 色見本作成の進捗状況の報告と今後のスケジュール打ち合わせ 10 

H 114.12.18 。 色見本作成における摺り込み色糊量の一定量化法の検討、打ち合わせ 10 
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( 3 )緋締め加工研究会
会長:重田忍 担当室:機織研究室 担当職員:福山秀久

開催日 実施場所 内
釘廿』 参加者数

H !l4. 5.17 当センター 裾模様大島紬レイアウト・デザインの検討 3 

H !l4. 8.19 久野織物 裾模様大島紬レイアウト・デザインの検討 4 
(鹿児島市)

H !l4. 9.17 当センター ジャカード緋廷の染色方法及び染色性について 4 

H !l4.12. 9 久野織物 ジャカード緋廷の染色方法及び染色性について 4 
(鹿児島市)

( 4 )泥染め研究会
会長:野崎貞昭 担当室:染色化学研究室 担当職員:松永一彦，山下宜良，前回みなみ

開催日
¥、-

H !l4.10. Jl 

日!l4. 12. 10 

H !l5. 2.12 

実施場所 内 n廿~ 

当センター 二番液の染色性について

q 絹糸とシャリンパイ液の相互作用について(1)

q 絹糸とシャリンパイ液の相互作用について(2)

( 5 )クリヱイティブ奄美・鹿児島研究会

参加者数

Jl 

9 

12 

奄美会長:安田謙志鹿児島会長:碇元克彦担当室:機織研究室担当職員:今村順光

開催日 実施場所 内 n廿~・ 参加者数

114. 4.26 H 本場大島紬織物協 助成事業の種類と申請先及び記載内容について 6 
同組合(鹿児島市)

H 114. 5. 8 当センター 月桃植物の活用及ひP産地の取り組みについて 3 

114目 6.6 LJ 
q 助成事業の研究テーマ及び新規性の内容について 4 

H 114. 7. 9 q 助成事業のグループの役割分担及び体制づくりについて 4 

日114. 8.12 本場大島紬織物協 洋装化織物の素材開発及び用途開発について 10 
同組合(鹿児島市)

il14. 10. 1 グリーン牛tlv師生曲 助成事業のヒアリング内容の検討について 4 
(鹿児島市)

日14.10.2 久野織物 1 4年度事業計画の評価・再検討課題について 4 
(鹿児島市)

HI4.10. 9 当センター 帝人(株)の高橋氏との繊維素材開発について 8 

HIιIl. 8 東急イン 平成14年度事業計画の推進会議及び研究開発について
(鹿児島市) 16 
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( 6 )大島紬CAD研究会
会長:固忠造 担当室:デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日 実施場所 内 釘廿』 参加者数

H14. 5.21 トロt
O

カbステーションホテル 講演会「よそから見た奄美の地域興し」 会員4名
(名瀬市) 講師村山紋(サン・プロジェクト代表取締役) 顧問 l名

討議「新製品フルンガプの開発コンセプト」

H14.10.18 隈元T''1"イン事務 座談会 rCADの活用技法について」 会員4名
所(名瀬市) 座長今給正巳(トータルソフトウェアー(株)) 顧問 l名

H15. 3. 1 顧問宅(名瀬市) 座談会「今後のCAD研のあり方及びハード環境の推移」 会員6名
座長国忠造(CAD研究会会長) 顧問 l名

(7)大島紬グループ21 
(平成 14年度多角的連携組織開発支援事業一成熟化した消費社会に対応する大島紬の研究開発)
会長:平田隆志担当室:染色化学研究室 担当職員:山下宜良，松永一彦，前回みなみ，山田淳人

開{佳日 実施場所 内 ，廿zモ・ 参加者数

H14. 7目30 当センター 「現在の消費動向について」 12 
講師能勢明博((株)工房夢創庵)

Hl4. 8. 9 q 「現在のものづくりと顧客満足J 12 
講師森重匡世((株)フォーエム)

H14. 9. 5 q 「製品デザインと商品づくり」 11 
講師滝下隼人(鹿児島県特産品協会プランド支援センター)

H14.12.18 q 「産地の存続条件」 11 
講師森重匡世((株)フォーエム)

3. 3. 2 講習会

開催日 実施場所 内 n廿~ 参加者数

Hl4. 4. 5 大島紬技能養成所 「大鳥紬製造技術，特に製織技術と検査上の問題点について」 9 

(龍郷町)

館 長 仁科勝海

機織研究室長 冨山晃次

H14. 5.21 当センター 「新商品開発についてJ(奄美発ニューモード21) 8 

機織研究室主任研究員 今村順光

Hl4. 6. 7 本場大鳥紬織物協 「着姿シミュレーションシステムの導入についてj 13 
同組合(鹿児島市)

デザイン研究室長 上原守峰

H14. 7目 3 当センター 「ハイパーシルクの糸加工への応用」 16 

京都府織物・機械金属振興センター主任研究員片山 哲郎
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開催日 実施場所 内 n甘ャ 参加者数

H14. 9. 9 本場奄美大島紬協 「大島紬製造技術全般」 6 
同組合(名瀬市) (平成14年度伝統工芸士認定事業に係わる講習)

機織研究室長 富山晃次

染色化学研究室長 西 決造
デザイン研究室長 上原守峰

機織研究室主任研究員 恵川美智子
機織研究室主任研究員 福山秀久

H14. 9.12 当センター 「大島紬手織り機の改良」 6 
- 9.13 

錦江織物機械製作所 古市智久

H14. 9.17 本場大島紬織物協 「大島紬製造技術全般」 5 
同組合(鹿児島市) (平成14年度伝統工芸士認定事業に係わる講習)

機織研究室長 富山晃次
染色化学研究室長 西 決造

'-
機織研究室主任研究員 恵川美智子
機織研究室主任研究員 福山秀久

H14. 9目24 " 「多用途織物の研究開発J(かごしま染色研究会) 8 

機織研究室主任研究員 今村順光

H14. 10. 11 当センター 「絹糸とシャリンパイ液の相互作用について(1)J 9 

染色化学研究室研究員 松永一彦

H14. 11. 12 笠利町立大島紬 「大島紬製造技術，特に製織技術と検査上の問題点についてj 9 
織工養成所

(笠利町) 館 長 仁科勝海

機織研究室長 冨山晃次

) 日14.11.27 芭蕉布保存研究所 「草木染め・芭蕉織物の設計法についての講習会」 12 
-11. 28 (知名町)

染色化学研究室主任研究員 t長 利一
機織研究室主任研究員 平田清和

H14.12.10 当センター 「絹糸とシャリンパイ液の相互作用について(2)J 25 

染色化学研究室研究員 松永一彦

H14.12.11 奄美文化センター 「大島紬の明日を考える」 30 
(名瀬市) ( (社)鹿児島県工業倶楽部大島地区アラr講演会)

官官 長 仁科勝海

H14. 12. 12 当センター 「大島紬手織り機の改良」 6 
-12.13 

錦J工織物機械製作所 古市智久
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関f催日 実施場所 内 d廿t・ 参加者数

H15. 1. 16 -'/ 「泥固と微生物の関わり合いについて」 9 
「泥染めにおける泥田の最適条件について」

鹿児島大学名誉教授 宮内信文

H15. 1. 29 -'/ 「工業所有権に関する講習会」 30 

知的所有権センター 大井敏民

橋口映ー

工業技術センター 瀬戸口正和

H15. 1. 29 本場大島紬織物協 「大島紬染色全般，特に染色糸のスレや毛羽について」 11 
同組合(鹿児島市) (かごしま染色研究会)

染色化学研究室主任研究員 操利一

Hl5. 2. 4 瀬戸内町立大島紬 「大島紬製造技術，特に奄美に自生している植物による草木染め 8 
技能養成所 染色について」

(瀬戸内町)
u 

機織研究室長 富山晃次

染色化学研究室長 西 決造

H15. 2. 12 当センター 「絹糸とシャリンパイ液の相互作用について(2)J 12 

染色化学研究室研究員 松永一彦

H15. 2.19 -'/ 「ビスコース加工糸による商品企画・事例内容について」 25 
(芭蕉混紡糸へのビスコース加工技術の導入研究会)

(株)おおまえ 代表取締役 大前清司

Hl5. 2.28 -'/ 「天然繊維素材のビスコース加工技術の導入方法について」 22 
(芭蕉混紡糸へのピスコース加工技術の導入研究会)

(有)山崎工業代表取締役 山崎清治

H15. 3.12 大島紬織工 「着姿シミュレーションシステムについてJ 8 
養成所(龍郷町)

'---J 
デザイン研究室長 上原守峰

染色化学研究室長 西 決造
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3. 4 技術情報提供業務
3. 4. 1 刊行物

干Ij 行 物 名

平成13年度研究成果発表会予稿集

平成13年度鹿児島県大島紬技術指

導センター業務報告書

紬技術情報 No.73- 74 

3. 4. 2 技術情報検索
(1) JOIS 

内 お廿ヤ 発 刊

平成13年度研究成果発表会の概要 年 1回<A4版>

平成13年度試験研究技術指導等の業務実績 年 I回<A4版>
平成13年度研究成果報告

当センターの研究成果や技術指導・相談事 年 2回<A4版>
例及び行事予定などの紹介

J 0 1 Sは，日本科学技術情報センター(JICST)が作成する科学技術全分野の総合文献データ
ベースである。 J0 1 Sを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。

¥_.. 3. 5 人材育成
3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期 日 講習会の名称 依頼 国 イ本 地区名 参加人数

西 決造 H14. 4.18 泥染め染色技術指導 本場大島紬織物協同組合 名瀬・龍郷 19 

操 利一 H14. 4.25 泥染め染色技術指導 本場大島紬織物協同組合 龍郷・笠利 20 

上原守峰 H14. 6目 7 着姿シミュレーションシステ 本場大島紬織物協同組合 鹿児島市 13 
ムの導入について

富山晃次 H14. 9. 9 平成14年度伝統工芸士認定 本場大島紬連合会 名瀬市 5 
西 決造 H14. 9.17 事業に関する講習 鹿児島市 5 
上原守峰 -9目18 (大島紬製造技術全般に関す
恵川美智子 ること)

じ)福山秀久
今村順光 H14. 9.24 多用途織物の研究開発に かごしま染色加工研究会 鹿児島市 8 

ついて

操 利ー 日14.11.27 草木染め・芭蕉織物の設計方 芭蕉布保存研究会 i中永良部 11 
平田清和 -11. 28 法について

仁科勝海 H14. 12. 11 講演 (社)鹿児島県工業倶楽部 名瀬市 30 
「大島紬の明日を考える」 大島地区プラサー講演会

操 利一 H15. 1. 29 大島紬染色全般 かごLま染色加工研究会 鹿児島市 11 
(特に色糸のスレや毛羽につ
いて)
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3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期 日 審査会等の名称、

仁科勝海 H14. 7. 4 第14回「本場奄美大島紬
西 決造 原図コンテスト」
徳永嘉美
山田淳人

仁科勝海 H14. 8.28 ‘02本場奄美大島紬
グランプリ

富山晃次 HI4.12. 5 第6園地球印競技会
西 決造

上原守峰

仁科勝海 HI4.12. 5 第5回紬アイデア作品
コンテスト

富山晃次 H15. 2. 13 第4回龍郷町民フェア
上原守峰

3. 5. 3 研修生の受入
( 1 )伝習生の養成状況

内 d甘， 地区名 依頼先

出品原図の審査 名瀬市 本場奄美大島紬

協同組合

本場奄美大島紬の平 名瀬市 本場奄美大島紬
成14年度最優秀作品 協同組合
を審査

出品大島紬の図案， 名瀬市 地球印競技会
染，締加工，製織の 実行委員会
工程別の審査 (本場奄美大島紬協同

組合)

小物・洋装・新製品 名瀬市 名瀬市紬の街
3部門の審査 にぎわいづくり

実行委員会

出品大島紬の審査 龍郷町 龍郷町商工会

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏 名 期 問 養成科 目 担 当 室

萩原広幸 H14. 4. 8 -HI5. 3.17 締め 加工 機織研究室

中 村有里 ". 4シ イシ

池水恵美 。 大島紬デザイン デザイン研究室

要 健太郎 ". 。 ". 

渡 久美 ". 。 。

渡 友美 ". 染色化学 染色化学研究室

科別 指 導 事 項

デザイン科|総合理論講義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，

図案の締め加工の関係，図案と原図の関係

締加工科|総合理論講義設計糸採り，整経，糊張り，普通締加工交替締加工，仕上加工

織付け，回し締，ふかし締，袋締加工，民間実習

染色化学科|総合理論議義，合成染料による染色(地糸，緋，摺込，竪ろう度) ，シャリンパイ染

色(地糸，緋)，植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋，泥藍緋)，民間実習
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( 2 )その他研究生

氏 名 期 間 研 4基 内 n廿~ 担当室

岸田 恵光 H14. 4. 1-H14. 9.30 花織について 機織研究室

前久洋一郎 H14. 4. 1-H15. 3.31 大島紬染色全般について 染色化学研究室

有国恵理佳 H14. 4. 8-H14.10.31 商品企画・開発研修・合成染料染色法 機織研究室
染色化学研究室

安井 由果 H14. 4. 2-H14. 4.30 緋締め・加工 機織研究室

竹川るり子 H14. 5.20-H15. 3.31 着姿シミュレーションについて デザイン研究室

福原 綾乃 H14. 7. 1-H15. 1. 31 機織加工・製織 機織研究室

積 千尋 Hl4. 7.24-H14. 8.16 空圧締め機による緋締め 機織研究室

¥._，I 
長谷川千代子 H14. 8. 8-H14. 8. 9 芭蕉糸の製造法について 機織研究室

城 和子 H14.11. 5-H14.11. 29 製織 機織研究室

佐野 智美

山田 真琴

小倉 靖子
ノj、)11 知子
田部井真子 H14. 9. 4-H14. 9. 6 シャリンパイ染色 染色化学研究室

横山 直子

宮崎麻里子

堀田 ふみ

安藤 由紀

武島 信夫

井之上みのり H14. 9.17-H14. 9. 27 プレゼンテーション 機織研究室

福永 直幸

Q 山田 康太 H15. 3.13-H15. 3. 31 大島紬染色全般 染色化学研究室

3. 5. 4 平成14年度鹿児島インターンシップの受入

氏 名 所 属 期 間 内 n廿，・

北井 千晴 鹿 児 島 大 戸一雪ιー

山本恵梨子 鹿児島国際大学

年永えりか 鹿児島純心女子大学

島元 純子 イシ 大島紬製造技術全般の研修

冨回 和喜 鹿児島工業高等専門学校 H14. 8. 26-8. 30 特に製織・デザイン・染色

梅木 宏隆 " に関する実習

宿利原高洋 。
川田 哲也 " 
釜付 博樹 高砂
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3. 5. 5 平成14年度就業体験学習(インターンシップ)の受入

氏 名 所 属 期 間 内 d廿=・

高橋麻美 名瀬中学校 Hl4. 11. 19-Hl4.11. 21 大鳥紬製造技術全般の研修
林 知輝 大島工業高校 H15. 2. 4-H15. 2. 6 
川元克也 " イシ 特にデザインに関する実習

u 

u 
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4 そのイ也
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

本場大島紬の一層の振興を目指して，産業界及び学界との密接な連携のもとに，技術革新の急速な進

展に対応し，中小企業の技術向上に役立つ研究開発の推進を図るため，鹿児島県大島紬技術指導センタ

ー研究開発推進会議を設けている。委員並びに会議開催は以下のとおりである。

¥J 

Q 

(任期・H14.4-H15.3)

氏 名 所 属 役職 備 考

岸田 幸吉 (株)東京手織機 代表取締役 織物

塩崎 英樹 (財)大日本蚕糸会蚕糸科学研究所 嘱託研究員 絹糸の化学加工(工学博土)

中村ミチエ 本場奄美大島紬協同組合 女性部会長 理事

佐伯

高橋

堅山

窪田

霊団

出口

能迫

水元

博光 (有)ー木染料居 代表取締役 かごしま染色研究会長

リエ (有)アンティーヌ 代表取締役 プライゲルイヘーント等の7"ロテコース

カラーコーテやイネート・地域特産品開発

i青二 本場奄美大島紬協同組合 理事長

茂 本場大島紬織物協同組合 理事長 欠席

茂之 名瀬市産業振興部紬観光課 5果 長

勉 大島支庁商工水産課 3果 長 欠席代理・奥田

紀生 鹿児島県商工観光労働部工業振興課 5県 長 欠席代理.遠矢

弘二 鹿児島県工業技術センター 所 長 オ7".jf"】J'"-

開催日時 :H14.6.20 (木)

開催場所:大島紬技術指導センター

会議内容:(1)大島紬技術指導センタ一事業概要

(2)平成 13年度の研究事業経過及び平成 14年度研究事業概要

(3)大島紬業界の現状について

(4)大島紬技術指導センター及び業界への提言など

(5)その他
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4. 2 研究交流推進事業

先端技術などの積極的な取り組みや研究開発能力の強化を図るため，高度な知識・技能を有する研究

者を招へいし，または先進研究所へ研究員を派遣して，研究機能の充実を図ることを目的とする。

4. 2. 1 招へい研究

研究者氏名 招へい研究者の所属

古市智久 錦江織物機械製作所

古市智久 錦J工織物機械製作所

宮内イ言文 鹿児島大学

4. 2. 2 派遣研究

職員名 | 派遣研修先
恵川美智子 I(株)東京手織機

4. 3 職員派遣研修

研究テーマ 期間

大島紬用手織り機の改良研究 9.12-9.13 

大島紬用手織り機の改良研究 12.12-12.13 

泥田と微生物の関わりについて 1.14-1.16 
(泥染めにおける泥田の最適条件

について)

研究テーマ | 期間

多綜統織物に関する研究 1 9.30-10.11 

担当課室

機織研究室

機織研究室

染色化学研究室

担当課釜

機織研究室

福山秀久 |中小企業総合事業団中小企業大学校|中小企業技術支援担当研修基本型 17.28-8.3 
東京校 (東京都東大和市) I研修5日間コース「研究マネーγルト」

4. 4 委員の委嘱

委員 名(委嘱内容) 依頼機関 職員名

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審 鹿児島県商工政策課 仁科勝海
査委員会及び事業費補助金審査会

大島紬活性化推進委員会 (財)かごしま産業支援センター 仁科勝海

(財)奄美群島地域産業振興基金協会評議会評議員 (財)奄美群島地域産業振興基金協会 仁科勝海

全国繊維工業技術協会評議委員 全国繊維工業技術協会 仁科勝海

本場奄美大島紬原図コンテスト審査委員 (財)奄美群島地域産業振興基金協会 仁科勝海

上原守峰

徳永嘉美
山田淳人

. 0 2本場奄美大島紬グランプリ審査委員 本場奄美大島紬協同組合 仁科勝海
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委員 名(委嘱内容)

紬アイデイアコンテスト

本場大島紬伝統工芸士認定産地委員会委員

伝統工芸士認定のための試験問題作成及び実技試験

撚糸工場建て替え推進ワーキングチーム

(財)奄美群島地域産業振興基金協会商品開発委員会委員

ものづくり情報資産データベース委員

) 第6園地球印競技会審査委員

第4固龍郷町民フェア(大島紬部門)審査委員

4. 5 各種会議・研究会・講習会等への参加

<総務課>

会 言蕎 等 の 名 称

閉会中県議会文教商工労働委員会

平成13年度研究成果発表会

依頼機 関

名瀬市

(財)伝統工芸品産業振興協会

伝統工芸士認定本場大島紬産地委員会

本場奄美大島紬協同組合

(財)奄美群島地域産業振興基金協会

(独)産業技術総合研究所関西センター

地球印競技会実行委員会

龍郷町商工会

期 日 会場

4.17-4.18 県庁

4.25 鹿児島。
! (財)奄美群島地域産業振興基金協会平成14年度第 l回評議員会 5.24 名瀬

平成14年度部課長研修会 4.26-4.27 県庁
平成14年度商工観光労働部部課長級研修

平成14年度新任課長研修 5.23-5.24 鹿児島

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審査委員会 5.21-5.22 県庁
及び同事業費補助金審査会

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会総会 6. 6-6. 7 福岡
全国繊維工業技術協会総会
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職員名

仁科勝海

仁科勝海

冨山晃次

西 決造

上原守峰

恵川美智子

福山秀久

平田清和

山下宜良

仁科勝海

上原守峰

富山晃次

西 決造

上原守峰

富山晃次

上原守峰

出席者

仁科

仁科

仁科

仁科

喜入

喜入

仁科

仁科



AZ3、Z 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

「人権教育のための国連10年」推進研修会 6目12 鹿児島 喜入

第1回産学官連携推進会議 6.14-6.16 京都 仁科

平成14年度産業技術連携推進会議繊維部会中国・四国・九州地方 7.11-7.13 岡山 仁科

部会総会

全国繊維工業技術協会中国・四国・九州支部総会

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審査委員会 7.17-7.18 県庁 仁科

及び補助金審査会

平成14年度第74回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 7.17-7.18 大分 喜入

平成14年度会計事務職員(中級)研修 7.23-7.26 県庁 冨森

平成14年度大鳥紬活性化推進委員会 8.22-8.23 鹿児島 仁科
「平成14年度大島紬活性化推進事業の採択について」 ) 

平成14年度地域づくり座談会 8.29 名瀬 喜入

県庁環境保全率先実行計画推進委員研修 9. 9-9.10 県庁 喜入

第2回本場大島紬フォーラム IN奄美 9.11 名瀬 仁科・喜入

「大島紬・過去・現在・そして未来J

平成14年度全国公設試験研究機関事務連絡会議 9.25-9.27 沖縄 冨森

平成15年度新規事業に関する部長レクチャー 10. 4-10. 5 県庁 仁科

産業技術連携推進会議繊維部会幹事会 10. 8-10.10 東京 仁科

全国繊維工業技術協会役員会

第26回南海文化賞贈呈式 11. 1 名瀬 仁科

第3回「日本紬織物サミット」 11. 5 鹿児島 仁科 u 
電子県庁推進基礎研修 11. 8-11. 9 県庁 喜入

第四回伝統工芸品月間国民会議会国大会 11. 6-11. 7 沖縄 仁科

第21回全国伝統工芸士大会

「奄美群島における情報通信技術を活用した振興策に関する 11. 13 名瀬 仁科

調査研究」報告会

平成14年度地域産業集積化事業 12. 5 名瀬 仁科

「伝統の布とファッション」講習会

平成14年度九州・沖縄地域産業技術連携推進会議所長等懇談会 1.24-1.25 福岡 仁平司
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:@ミ三与h 議 等 の 名 称、 期 日 会場 出席者

九州地域産業技術連携推進会議平成14年度所長懇談会 1.24-1.25 福岡 仁科

産業技術連携推進会議繊維連合部会第3団幹事会 2. 5-2. 7 東京 仁科

及び全国繊維工業技術協会役員会

産業技術連携推進会議及び全繊協役員会 2. 5-2. 7 東京 仁科

第2回(社)鹿児島工業倶楽部大島地区プラザ 3. 6 名瀬 仁科・喜入

「デフレ不況下での成長部門」

かごしま産学官連携サミット 2.20-2.21 県庁 仁科

県工業倶楽部大島地区プラザ講演会「デフレ不況下での成長部門」 3. 6 一名瀬 仁科・喜入

県議会常任委員会 3.11-3.12 県庁 仁科

~. 
産業技術連携推進会議総会 3.14-3.15 東京 仁科

かごしま染色研究会 f最近の繊維加工について」 3.31-4. 1 鹿児島 仁科

<機織研究室>

4l; 、 E議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

平成13年度研究成果発表会 4.25-4.26 鹿児島 富山・平田
今村・恵川

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会総会 6. 6-6. 7 福岡 冨山

全国繊維工業技術協会総会

第l回産学官連携推進会議 6.14-6.16 京都 冨山

第2岡本場大島紬フォーラム IN奄美 9.11 名瀬 富山・今村。「大島紬・過去・現在・そして未来」
平成14年度産業技術連携推進会議 10.23-10.26 山形 今村

繊維連合部会 アパレル生産技術分科会

第3回「日本紬織物サミァト」 11. 5 鹿児島 富山

第四回伝統工芸品月間国民会議全国大会 11. 6 沖縄 富山

第21回全国伝統工芸土大会

平成14年度大島紬活性化推進会議 11. 8-11. 9 鹿児島 今村

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会 11. 11-11. 16 山梨 平田

第6団地球印競技会審査会 11. 21 名瀬 富山
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品コεZ、L 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

第3回日本紬織物サミット 12. 5 鹿児島 富山

第l回(社)鹿児島県工業倶楽部大島地区プラザ 12.11 名瀬 富山

「大島紬の明日を考える」

平成14年度地域産業集積化事業 12. 5 名瀬 平田

「伝統の布とヌァッションj講習会

かごしまのタベ 1. 21-1. 24 東京 今村

第3回龍郷町民フェア(大鳥紬部門)審査会 2目13 龍郷町 冨山

県工業倶楽部大島地区プラザ講演会「デフレ不況下での成長部門J 3. 6 名瀬 平田

<デザイン研究室>

f< 議 等 の 名 称、 期 日 会場 出席者
u 

平成13年度研究成果発表会 4.25-4.26 鹿児島 徳永・山田

平成14年度新任主査研修 5.27-5.29 鹿児島 山田

着姿シュミュレーシヨン導入のための説明会 6. 7-6. 8 鹿児島 上原

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会中国・四国 7.11-7.13 鹿児島 上原
-九州地方部会総会及び全国繊維工業技術協会中国・四国・九州

支部総会

平成14年度九州公設試験研究機関デザイン担当者会議 7.17-7.19 宮崎 山田

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会 10. 8-10.11 東京 徳永

デザイン分科会・デザイン情報研究会

「奄美群島における情報通信技術を活用した振興策に関する調査研 11. 13 名瀬 上原

究」報告会 u 

第6田地球印競技会審査会 11. 21 名瀬 上原

第5回本場奄美大島紬アイデア作品コンテスト審査 11. 27-11. 28 鹿児島 上原

かごしまのタベ 1.23-1.24 東京 上原

平成14年度地域産業集積化事業 2. 5 名瀬 山田

「伝統の布とファッション」講習会

第3回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査会 2. 13 龍郷町 上原

かごしまデザインフェアー2003 3. 9-3.10 鹿児島 上原
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<染色化学研究室>

会 議 等 の 名 称、 期 日

平成13年度研究成呆発表会 4.25-4.26 

平成14年度産業技術連携推進会議繊維連合部会中国・四国 九州 7.11-7.13 
地方部会総会
全国繊維工業技術協会中国 四国・九州支部総会

第2回本場大島紬フォーラム IN奄美 9.11 
「大島紬・過去・現在・そして未来J

平成14年度伝統工芸月間国民会議全国大会 11.6-11.8 
第21回全国伝統工芸士大会

第6困地球印競技会審査会 11. 21 

絹・蚕・桑の健康フォーラム 12. 4 

カラーマネジメントシステムについての研修 12. 3-12. 6 

第50回日本シルク学会研究発表会及び総会 12. 6 

平成15年度一般吏員2部研修 12. 2-12. 5 

平成14年度繊維学会セミナー「最新の繊維技術レビューj 2目13-2.15 

県工業倶楽部大島地区プラザ講演会「デフレ不況下での成長部門」 3. 6 

かごしま染色研究会講演会「最近の繊維加工について」 3.31-4. 1 

4. 6 視察・見学者

月 主な企業 団体名等

4 広報課・生活環境部・京都府織物機械金属振興センター・企画部
離島振興課・奄美パーク・南日本産業タイムズ社・環境生活部

5 沖永良部芭蕉布工房・本場大島紬連合会・ 111内博史衆議院議員

6 (株)析儀・(有)紬のみかみ・アマミコレクション研究会

7 植物防疫所・国岡商事側・本場大島紬協同組合女性部会

8 奄美群島振興開発総合調査・支庁農林課・国土交通省特別地域振興課

9 琉球大学農学部・株式会社やまと・武蔵野美術大学
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会場 出席者

鹿児島 松永・前田

岡山 松永

名瀬 操

沖縄 西

名瀬 西

東京 西・前田

東京 平

東京 山下・前回

鹿児島 松永

京都 操

名瀬 商・山下

鹿児島 前回

見学者数

県内 県外 海外 言十

28 83 。111 
43 4 。47 
14 3 。17 
14 l 。15 
30 9 l 39 
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見学者数

月 主な企業 団体名等

県内 県外 海外 言十

1 0 丸久織物協同組合・県知的所有権センター・県工業技術センター 50 8 。58 
1 1 (社)服飾文化研究会・紬組合女性部会・伊仙町紬養成所 21 6 。27 
1 2 大阪産業大学.N'HK鹿児島放送局・龍郷町織工養成所 166 5 。171 
l 名瀬市役所・(株)アマミファッション研究所 37 。。37 
本場大島紬織物協同組合訓練校・龍郷町役場・宇検村役場・奥山恒満

2 県総務部長・(財)大日本蚕糸会・(有)山崎工場・(株)おおまえ 64 3 。67 
(有)山崎工業・花ギャラリーしゃいん

芭蕉混紡糸へのビスコース加工研究会

3 日興コーデイアル証券・東京都立産業技術研究所・多摩美術大学 11 12 。23 
(株)日本クラフトデザイン協会・(株)文芸春秋・植物検疫所名瀬支所 u 

言十 516 155 。671 

¥J 
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711続縫援を緋配色の体系化に関する研究

山下宜良，松永一彦，前回みなみ，平俊博

市場における大島紬製品は"暗くて，向じ色柄に見える"という印象を持たれている中において，大島紬

愛好者である顧客層に訴求する商品をつくるには従来にない斬新な色を基調とする新たな展開が必要である

と恩われる。この為，商品企画に必要な色の指標作成と染色した色とこれを織り上げた色のズレの要因を解

析し，企画通りの商品開発が行える製造技術の確立を目指した。

商品開発における色の指標となる織り上がり見本色の 400色を作成し，色ズレの原因を調べるため，染色

糸の色と織り上がり見本色の各々を視1)色した結果， L'> E = 1.5以上とした色ズレは 400色の殆どに及んだ。

その原因にあっては織り上がり生地のテクスチャーに起因するくすみより 染色後の製織前に行う仕上げ処

理時と湯通し処理時の染着した染料の脱落によることが分かつた。このため，織り上がり見本色で得られた

色彩情報を基にした配色の想定が，製品の色と同等に近い色表現となる緋配色ンミユトションンステムを構築し，商品

企画における配色イメージの可視化が可能となった。これによって，確実に売れる受注生産方式への転換が

にJ 円滑に進むものと思われる。

1. はじめに

現在の大島紬の生産方法は見込み生産が殆どである

が，ヒット商品以外は在庫となり，生産する度にその

量は増え続け，結果として，商品価格の低下を招く悪

循環となっている。これらを解消するには商品企画方

法の見直しと確実に売れる方法を見出す必要がある。

在庫を出さない方法としては製造しようとする商品の

企画書において大島紬製品をシミュレートする方法に置き換

え，消費者へ提案する受注方式の導入が望ましいと思

われる。

この方法を導入するには配色シミュレ寸前と製品の色柄

υのそれぞれの再現精度を高めた上，整合させる必要が
あり，その一環として，染色糸の色と織り上がった生

地の色とのズレの原因と程度を調べた。

また，製造技術上，上述した事項以外に後述する問

題も解消できていないため，併行して技術改善に努め

たが，改善に至らなった事項もあるため，ここでの報

告は割愛し，問題点を列記するだけに止める。

①色糊を摺り込む際，先に挟み込み染色により染めて

いる地色緋部への色糊の泣き出しによる汚染によ

り，商品価値を低めることから，必然、的に地色緋部

は色糊の色に影響を受けにくい色とする為に染料濃

度は高くなり，暗いという印象を与える。

但し，色糊の汚染は先染め→逆締め→抜染→摺り込

みの手法によって，防止することが出来るが，別の

不確実な問題を抱えているため，地色部緋の色は濃

いものとなっている。

~緋建の採み込み染色時における防染部の汚染

③緋染色は防染緋部の構造から染浴中で手によって，

採み込み染色を行う方法を採っているため，染色温

度に制約を受ける関係上，吸着温度と親和性が異な

る染料の組み合わせによる染色は行えず，染料単体

の染浴中での染色となっている。

2. 方法

2. 1 織り上がり見本の作成

(1 )染色糸

1.5匁の経糸(5小組)，緯糸(6小組)を

SCOTDIC-Co10r-Finder (Cotton)を見本色として，酸

性及び含金染料によって，ム E=l以内になるよう

染めた 700色から 400色を選定し，染色した。

(2)仕上げ処理

上記(1)の経糸は布海苔1.2%(0.、"，.s.)の溶解液と

3 % (o.w.s.)のシリコーン系油斉IJの混和液に浸i責し，

適度な強度と周さとなるよう絞って，乾燥した。緯

糸は染色後の水洗し，乾燥した糸をそのまま使った。

(3)製織

織り上がり見本は緯糸の織り込み幅が4 cmの

400色が織り込めるよう長さとなるよう経糸を製経

し，耳打ち 40cm幅の経糸密度が 15.5算において，
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一色当たり 10cm幅(10色/反)で機掛けして製織し

マー.

~。
(4)湯通し処理

上記(3)において製織した生地を 40'cの湯に 20

分間浸i責した上で平坦な SUS台上において，スポ

ンジ束子を軽〈押し当てて，経糸方向と緯糸方法の

裏表を擦り，水洗後，マングルによって脱水し，ア

イロンによって乾燥したd

3 結果及び考察

3. 1 色ズレの原因

染色した糸と織り上がり見本生地における 400色の

2. 2 染色糸と織り上がり見本の測色

測色はマクベス 2020+分光光度計と COMSEKV 

色彩管理ソフトを用い， L* a均水表色系にあっては光

沢成分を合んだ 10度視野， H V/Cは2度視野にお

いて，上記(1)で染めた緯糸をカードに三重に巻いて

測色し，上記(3)で製織した織り上がり見本は同じ色

に染めた経緯糸が織り重なった部分を二重祈りして祖U

色した。

ilU色結果の一部を表lに示した。これらの色に染めた

各々の染料とその配合比率は表2の通りである。

表 1 染色糸と織り見本の比較

染色糸 織り見本

H V/C L* a* b* L* a* b* d. L* d. a* d. b* d.E 

10RP 4.0/14 42.23 56.35 6.08 40.54 52.57 1.72 ー1.69 3.78 -4.36 6.01 

10RP 5.0/15 49.75 56.48 8.50 47.70 53.99 5.88 -2.05 2.49 -2.62 4.16 

10RP 7.0/07 71.01 27.62 5.31 67.76 27.37 3.91 -3.25 0.25 ー1.40 3.55 

10RP 8.5/03 85.61 10.35 2.93 81.20 11 .51 3.06 -4.41 1. 16 0.13 4.56 

表 2 染色糸の染料配分比率(o.w.f) 

H V/C 染料 % 染料 % 染料 % 

10RP 4.0/14 KK-Yellow-GL 0.0255 KNM】 Red-BW 2.8597 KNM-Black-TLB 0.0202 

10RP 5.0/15 KNM-Scar.-FGW 0.3856 KNM-Red-BW 1.1698 KNM-Black-TLB 0.0127 

10RP 7.0/07 KNM-Red-BW 0.0545 IR-Red-2GL 0.1560 KNM-Ult.sky-SE 0.0076 

10RP 8.5/03 IS-Bord.-K-RLS 0.0135 IR-Red-2GL 0.0215 KNM-Tu.Blue-3G 0.0016 

〔ふ

KNM : Kayanol-Milling， KK: Kayakalan， IS: Isolan， IR: Irgalan l斗

染色糸と織り上がり見本生地の色差を色ズレと見な

した。この色ズレの原因は染着した染料の脱落であり，

湯通し処理時の脱落量よりも製織前の経糸仕上げ糊加

工処理時の脱落が多かった。染料の脱落原因として，

布海苔は繊維と染料開に働くイオン結合力より強い作

用を及ぼす特性を有しており，その作用が還元力では

ないことは酸化還元電位を測定した結果より判明した

が，糊特有の洗浄力によるものか，糊を構成する金属

塩等の絹繊維との錯体化によって染料との置換が生じ

たのか等，詳細の特定には至らなかった。

表lにおいて，染色の色と織り上がり見本生地の色

を比較した結果，織り上がり見本生地色の明度指数L*

値が染色糸の色より低くなっている。これは黄赤系の

明度が高いところで彩度が強くなる傾向のある染料が

脱落することによって， L*値を低める青，黒系染料

の効果によるものと思われるが， 10RP8.5/3.0の色は

IR-Redの脱落により，結果的に赤系染料の染着濃度

が高めているが，このことが， L*を低くする主たる

原因とは考えにくく， 1;虫色系の色においては織物生地

表面の凹凸の陰影に起因するくすみの影響を受けてい

るものと思われる。但し，表3の白生地とそれを形成

する経緯の糸の色の測定結果はけスチャーの陰影の影響を
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'受けて， L吋直をf丘めるものとなっていない。
このように，色ズレの主な要因は染着した染料の脱

落であると恩われるが，淡色系の場合，生地のけスチャー

によると思われるものあり，色ズレの原因の傾向を見

いだせなかった。

表3 白生地及び白糸の測色結果

L* a本 b* 

白生地 91.49 -0.27 5.64 

経糸 89.19 0.33 5.40 

緯糸 91.02 -0.07 4.38 

2. 2 緋配色シミユトンヨンの構築

図lに緋配色のシミュレーンヨンンステムの7ローチャートを示した。

緋編集ソフトは平成8年度技術開発補助事業により

」開発したもので，側エルム社製の自動摺込み染色装置

に付属するものである。また，約一マネン Aメントシステムは(槻H/

S/S社製の図 2に示す通り，デバイス閑の入出力装

置の色の差を l以下に調整，制御する7
0

ロ77イル機能付

きのシステムである。緋編集ソフトにおいて，手入力

等により緋と地糸の配列を行った上，連動するカラーマト

ンーメントシステム上において，織り上がり見本を担Ij色した色

彩データ (Lキa*b*値)を緋と地糸に置換出来るよう

にデ-~ヘー-1，化し，その上で7
0

ロ7ァイル処理された各テツミ

イスにおいて，色表現を行う。このシステムによって，

色ズレの差を視覚化したものが図3の通りである。

又，緋編集ソフトにより作成した亀甲柄の緋糸配置

データをもとに，カラーマトンソントシ1，jAにおいて，作成し

Uニ色違い柄の配色シミユレ州を図4に示す。
なお， カラーマネーシールトシステムの機器構成は以下の通りであ

る。

(1) P C : Power Mac G4(256MBメモリ)

(2) C R T : PROCALIX(21型， TOTOKU社製)

(3) M 0 : yano-M0640i-AT type Y2 

(4) P R : EPSON-PM3500C 

(5)色温度センサー;カラーセンサー(TOTOKU社製)

(6) 7
0

日77イル用方;_，，0汁及ぴ DTP-41UV(走査型)

(7)付属ソフト

Co1orB1ind Pro島ssina1

Photoshop， lllustrator， PageMaker， Acrobat 
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l画像入力

画像調整(拡大・縮小)

保存

由 一一一一|噛生亙豆:TIJI

矧 匡戸
戸一一一図案作成

-lL 15.5算M1，越し 方眼

15.5算ーモfM1，越し サベ

1-3算ー引越し 地糸

口算古川越し

15.5算割り込み |無地織り見本シミユレ寸|

:ふい i 

イラストレーター

ふ一雌喧
|t | 告 -白一一-一--一一-一-111初-7マ不ト-シγ'ソメン川トシ以1テ払A (Ma田c)川刈

緋;地糸の色選定モ一一「

↓ 「色トトヘース(伺O色)
染色糸・織り上がり見本(700色)

7
0

口77イルfヒ

表示色

ぼ -
170 I})ト7ウH 染色糸・織り上がり見本

図l 緋配色シミュレートシステム
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(各デバイス間の色差d.Eをl以内にする)

図2 各テ・パイス間の色再現性の維持
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図4 亀甲柄の配色シミュレーション

4. まとめ

( I )染色した糸の色の脱落は仕上げ糊加工と湯通し処

理工程を通じて発生し，d. E = 1.5以上となるも

のが 400色の全てに及んだ。特に仕上げ糊加工時

における脱落が著しい事から，その原因としては

糊剤が有する作用によると思われるが，特定する

には至らなかった。

(2)織り 上がり見本は商品企画時における色の指標と

なる上， この色情報を基にした緋配色シミュレーションシステム

を構築することにより ，シミュレートした緋配色の色が製

品に近い色で表現出来るようになった。

(3) この耕配色シミュレーションシステムにより表現される色柄が

商品企画書として，消費者へ提案できることにより ，

受注生産への手掛かりとなる。

J 

、ノ
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育 l械、話殺を

改質絹糸及び天然粉末染料を応用した技術・製品開発
一化学改質絹糸を応用した無地泥染大島紬のスレ抑制効果について一

操利一，平俊博，西決造，塩崎英樹傘】

泥染大島紬のスレ発生を防止する目的として，エポキシ化合物によって化学改質した絹糸に泥染めを施し，

スレ発生度合いとエポキシ化合物の処理濃度との関係について検討を行った。エチレングリコール系エポキ

シ化合物の水溶液濃度を 0.5-12.0wぜv%と変えて処理した結果，処理濃度の増加と共に，泥染めによる重量

増加率も顕著に増加する傾向を示し 4.0wtlv%以上で増加傾向が鈍化した。未処理糸及びエポキシ化合物処

理絹糸の泥染試料を用いて試験織りした紬生地についてスレ試験を行った結果，エポキシ化合物 4.0wtlv%

以上で処理した場合，スレ発生を顕著に抑制することが認められた。

1. はじめに

泥染大鳥紬に代表される泥染めは，濡れ状態での採

.~み込み，アルカリ斉IJの使用，染色回数の多さ等の苛酷

な処理によるため，毛羽，スレが反物に生じている場

合が多く，大島紬製品でのクレーム等が多く問題にな

っている。このような理由から業界では，絹糸本来の

特長(光沢，風合い)を維持しながら，毛羽，スレを

抑制する技術が望まれている。

絹の化学改質の研究は種々の報告がされている。と

りわけエポキシ化合物による絹の化学修飾によって，

絹の黄変防止ij，藍染めの濃染効果ぺ絹織物のスレ

抑制"等が注目されている。一般的には布に処理され

ているのもが多く，糸加工での研究例は少ない。

そこで，エポキシ化合物を用いた絹糸の改質技術(パ

ット・バッチ法")を応用して泥染大島紬の毛羽，ス

)レを抑制lし泥染大島紬の品質向上を目指した研究を行

った。

2 . 方法

2. 1 材料

大島紬用絹糸 (27中X 5本)を非イオン界面活性

剤(ノイゲンHC，第一工業製薬舗)0.2wtlv%溶液で 90

℃で 30分間処理し，水洗，乾燥したものを用いた。

エポキシ系化合物WE174 (エチレングリコールγグリシγルエ→
ル，和光純薬工業側)及び水酸化ナトリウムは試薬品を

そのまま使用した。

2. 2 処理

" 蚕糸科学研究所

パット・パッチ法を用いて，絹糸 12gを浴比 1・50

の割合で，水酸化ナトリウム溶液 0.25wtlv%にエポキ

シ系化合物 0.5，1.0， 2.0， 4.0， 8.0， 12.0wtlv%の濃度

で調愛した。それぞれの試験液に 20分間浸潰した後，

脱液率が 100%になるように脱水機(20型倒マツモ

ト)で約 25秒間脱液処理を行った。処理絹糸を密閉し

たビニール袋に入れ， 30 "cで 24時間保持した。処理

後水洗し，非イオン界面活性弗IJ0.2wtlv%溶液で 90"c 

で30分間ソーピング処理を行った。

2. 3 染色

エポキシ化合物濃度毎に処理した絹糸を 1ロット同

一方法(染色工程，シャリンパイ煎液，水酸化カルシ

ウム)，同ーの条件で、行った。

2. 4 重量増加率，引張試験

重量増加率は，処理前後の絹糸を 105"cで3時間乾

燥し，デシケーター中で1時開放置後の重量差から求

めた。また，処理前後の絹糸について，引張強度， {I申

度を標準状態(温度20:t2 "C，湿度65:t 2 %)試験

室で天然繊維の引張試験法 (JISL 1069-1995)により

万能引張試験機(テルロン RTM-IOO 附エー了ンド・ヂー)

を用いて測定した。

2. 5 染着濃度

未処理及びエポキシ処理の絹糸に泥染めを行い，カ

ード (4.0X 5.0cm)に均一に巻き取り，分光反射率言十

(マクヘコ 2020+ マクヘコ干土製)を用いて 400- 700nm 

における 20nm毎の分光反射率をD65光源(L'a'

b ') 10度視野の条件で測定し，染色糸の染着濃度
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(KlS)の評価分析を行った。

2. 6 染色堅ろう度試験

トホーンアーク灯光に対する染色堅ろう度試験方法 (JIS

L 0842-1996) により耐光試験機 (7:r.-ドト~U 48スガ

試験機械)を用いて試験した。

摩擦に対する染色竪ろう度試験方法 (JIS L 

0849-1996) により摩擦試験機 (11型スガ試験機(術)

を用いて試験した。

洗濯に対する染色堅ろう度試験方法 (JIS L 

0844-1997)により洗濯試験機 (LH-8Dスガ試験機側)

を用いてんl法で試験した。

水に対する染色堅ろう度試験方法(JISL 0846-1996) 

により汗試験器 (PersdirationMeter (同大栄科学)を用

いて試験した。

2. 7 試験織り

未処理及びエポキシ化合物処理絹糸1.0，2.0， 4.0， 

8.0wtlv%について，織り密度 15.5算， 640羽/40cm，

経糸本数 1，280本，緯糸の打ち込み本数 22- 27/cm 

の条件で試験織りを行った。

2. 8 スレ試験

摩擦試験機の摩擦子に重さ 500gの分銅を乗せて湿

った5x 5 cmのナイロン布(日本工業規格，添付白

布)を取り付け，擦り回数400回の往復運動したとき

の織布のスレの度合いを観察した。

2. 9 走査型電子顕微鏡観察

スレ試験した織布を試料台に接着し，イオンコータ

ー(1B-2E[KO ENGD可EERINGCO.TD) を用いて金

蒸着した後，走査型電子顕微鏡 (TSM-5800LV日本電

子(楠)で観察を行った。

3. 結果及ぴ考察

3. 1 重量増加率及び引張試験

白絹糸にエポキシ化合物で処理後及び泥染め後の重

量増加率を図 Iに示す。前回 5)のる怒号主で得られたよう

にエポキシ化合物の処理濃度に比例して絹糸の重量増

加率は高い値を示している。改質絹糸に泥染めを施し

た後の重量増加率についても処理濃度が高くなるにつ

れ高い値を示し， 0.5 - 2.0wtlv%で処理した重量増加

率は急激に高くなっているものの， 4.0 - 12.0wtlv% 

の増加率では増加傾向は緩やかになり，処理濃度

12.0wtlv%では 60%近くになることがわかった。

エポキシ化合物で処理絹糸及び泥染後の強伸度を図
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2，3に示す。処理前絹糸の強力は高い値を示したが，

処理濃度 12.0wtlv%の値は減少した。また，改質泥染

め糸の強力は，未処理泥染め糸に比べ僅かに高い値を

示し，白綿糸をエポキシ化合物で化学改質することで

6. 

5.ト.・ • 
圃.4. 

量

130 
• 【")20 
，. 

0 

.WE174処理後

-翠最後

• • • • 
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国1 ヱポキシ化合拍車庫と処理後。毘検め桂

における量量増加寧の闘悟

泥染め糸の強力は改善されたと恩われる。また，処理

前後の伸度を比較すると濃度の低い 0.5-4.0wtlv%で

は，未処理絹糸よりも僅かに高くなっているが，処理

濃度 8.0- [2.0wtlv%では減少している。更に改質泥

染め絹糸と未処理泥染め絹糸の{申度を比較すると，未

処理絹糸 17.6%に対し， 0.5 - 8.0wtlv%処理濃度の伸

度は 17.3- [8目2%となって，エポキシ化合物処理の

影響は少ないと恩われる。しかし，処理濃度 [2.0wtlv%

の伸度は， [4.7 %で未処理泥染め糸よりも大きく減少

〔♀

した。 J与

55. 
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圃4 エポキシ化合物車庫毎による泥染め糸

由K/S

3. 2 染着濃度

ω改質絹糸における泥染め後の嫡濃度(問)を図4
こ示す。未処理絹糸の染着濃度(KlS)値を lとした

ときの処理濃度毎のKlSは，濃度の低い 0.5-

1.0wt/v%での値は僅かに高くなり，処理濃度を高くす

ることによってKlS11直は低くなる傾向にあるものの，

全体的に未処理絹糸のKlS値(1 )よりも高く，エポ

キシ化合物で改質した絹糸に泥染めを行うことで， j.農

染効果が大きいことが言える。

3. 3 染色堅ろう度

未処理，処理絹糸における泥染め糸の各堅ろう度試

験結果を表 1. 2に示す。未処理，処理絹糸で泥染め

を行った糸の耐光試験は， 6級以上となって，泥染め

本来の高堅ろう性7)を示し，認色における改質剤の影

響はないと思われる。摩擦に対する染色堅ろう度試験

は，未処理，処理絹糸とともに 2-3級となっている。
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本来，泥染めの摩擦堅ろう度は，重量増加率が高い

ほど弱いされているがペ重量増加率の高い処理濃度

(8.0，12.0wtlv%)でも同じような結果が得られた。未処

理，処理絹糸における泥染め糸の洗濯に対する染色試

験は，変退色，汚染(綿，絹)とともに4，4 -5級と

高堅ろう性を示した。水に対する染色竪ろう度試験は，

未処理，処理した泥染め糸の変退色は， 5級と高堅ろ

う性を示した。絹布についての汚染は 3-4級となっ

たが，綿布については3-4， 4級となっている。

3. 4 スレ

スレ試験方法は， J 1 S規格に無く，文献9. 1 0)等

を参考にしながら独自の方法で試験を試みた。重量増

加率や強伸度等の結果を踏まえて，未処理糸とエポキ

シ化合物(1.0，2.0，4.0，8.0wtlv%)で処理した

表l 改質i尼染糸の耐光，摩擦染色竪ろう度

じえ 蹴試験(組) 職試験(組)

組理 6組tJ上 2-3 

0.5 6組tJ上 2-3 

1.0 6組以上 2-3 

2.0 6組以上 2-3 

4.0 6韓日上 2-3 

8.0 6組tJ上 2-3 

12.0 6組以上 2-3 

表2 改質泥染糸の洗濯，水染色堅ろう度

込丈
前躍試監 本武韓

ま湛色 汚染 変革色 汚染

相舗 組 器

組理 4-5 4-5 4 5 4 3-4 

0.5 4-5 4-5 4 5 4 3-4 

1.0 4-5 4-5 4 5 4 3-4 

2.0 4-5 4-5 4 5 4 3-4 

4.0 4-5 4-5 4 5 4 3-4 

8.0 4-5 4-5 4 5 3-4 3-4 

12.0 4-5 4-5 4-5 5 4 3-4 

泥染め糸で試験織りを行った。織り上がった布につい

て湯通し処理を施し，スレ試験ができるように試験片

(30 X 225mm)を調整した。 500gを加重した摩擦子に





図 12 処理濃度 4.0wt/v% x 1000 

図5---8 スレ試験 未処理泥染め試料

図9---12 スレ試験 エポキシ化合物処理泥染め

試料

4. まとめ

泥染大島紬の毛羽，スレを抑制する目的で，エポキ

シ化合物を用いて化学改質を施した絹糸に泥染めを行

った。染色前後の絹糸についての重量増加率，強伸度

を比較検討した結果，重量増加率はエポキシ化合物濃

度に比例して高くなった。未処理泥染糸及び、エポキシ

化合物処理した泥染め糸の強伸度を比較した結果，エ

ポキシ化合物 12.0wt/v%で、処理した泥染め糸の伸度に

大きい低下が見られたが，8.0wt/v%以下で、処理した泥

染め糸は未処理泥染め糸と比べて大きな変化はなかっ

た。染着濃度.(KlS)は，未処理泥染め糸を 1として比

較するとエポキシ化合物で処理した泥染め糸のむS

値は高くなり， {J農染効果の大きいことがわかった。

毛羽，スレの試験を行うため，未処理泥染め糸及び

"-〆エポキシ化合物 (1.0，2.0， 4.0， 8.0wt/v%)処理泥染

め糸で試験織りした。その織り布について濡れたナイ

ロン布を用いてスレ試験を行った結果，エポキシ化合

物で処理することはスレ発生抑制に有用であり，適正

濃度は4---8 wt/v%で、あることを確認した。

今回の研究で、は毛羽発生についての確認が出来なか

った。次年度以降においては，毛羽発生抑制を中心に

研究を進める予定である。
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万複合糸・高密度織物の応用に関する研究(その1) 
-複合糸の試作試験及びアイテム別織物の研究開発一

今村順光，福山秀久，操利一，山下宜良

新しい素材開発や洋装用織物を目指す中で，技術的な課題解決を模索している企業・研究会グループ等から

の相談・技術支援が寄せられている。これに応えるため，業界のニース・要望等も取り入れて素材開発・用途

別広幅織物の研究開発に取り組んできた。今年度は，芭蕉混紡糸の表面にレーヨン皮膜を形成させセルロース

(繊維質)を固着させる予備試験を行った。洋装用織物の試験では経糸の双糸に緋締の加工設計を行い，素材別

の糸に反応染料で色相別に染色後，広幅織物設計による各試料用42種類の生地サンプルを得た。また，複合糸

を織機別に帯地・服地の製織試験も実施した。その中から染色堅ろう度試験用に生地試料6種類を選定した。

1 はじめに

本研究を進めるにあたっては，テーマと連動しつつ

産地の研究会グループの自助開発研究意欲を喚起しな

がら，地域資源の有効活用と新技術を導入l，斬新な

素材づくりの可能性に向けて研究開発を進める目的の

ために新たな研究会を受け皿グループとして位置づけ，

外部専門家を招きその意見を取り入れながら行った。

招へいの講師からビスコース加工糸の製造方法及び

技術の特徴・効果・用途開発の事例提案が示された。

また，研究会グループ相互間の技術支援・協力に対す

る意見交換や，個々の抱える問題・課題等を解決する

手段としての効果があった。

2 素材研究及び素材別による織物の製織試験

2. 2 芭蕉混紡糸へのピスコ}ス加工予備試験

ビスコースレーヨン糸の製造法を用いた。

-原料ハ。jげの溶解及びレーヨン液の製造法を用いた0

.芭蕉混紡糸へのセ仰-A(繊維質)の固着試験。

-酸処理及び加水分解処理試験。

2. 3 双糸による緋加工及び反応染色試験

o 

・製織法:手織り機/60cm幅使用による生地比較試験

.デザイン:市松模様/42種類のデザイン比較試験

-経 糸:双糸(13.5匁)・緋締加工・反応染色試験

・緯 糸:15種類/糸別の比較・評価試験

(手括り緋加工による反応染色/8色相)

・染色堅ろう度試験:素材別/5項目:6生地試験

2. 1 技術支援及ひ窃究開発体制の編成 2. 4 複合糸の組み合わせによる

素材研究開発及び洋装織物の技術的な課題等をそれ アイテム別織物の製織試験

ぞれの分野から話し合い，目的の達成問るため，研 削の製織試験:地経糸/10.5匁の泥献，制。

究開発グループの編成を図 lの内容で整えた。 意匠糸/ブークレヤーン500d

屯莞テキスタイル研究会

アマミコレクシヨン研究会

-クリエイテイプグループ

(株)おおまえ

(有)山崎工聾

芭諜1見紡糸へのピスコ ス加工技術の導入研究会 その他

図l 研究開発チームの編成

-服地の製織試験:レピア織機170cm/筏幅仕様

地経糸及び経緋糸/8匁のへ~γューi炎色糸，緯糸シ

ルクヘ。ニー糸:30/2イーシュー淡色糸

3 芭蕉混紡糸へのピスコース加工予備試験結果

3. 1 製造工程及びピスコース加工糸試験

図2は，ビスコースレーヨン糸の製造工程を示した

ものである。今回は同工程を用い，側おおまえ，閉山

崎工業のご協力のもとで，芭蕉混紡糸へのビスコース

加工予備試験を行った(図3)。

また，①~⑤についての効果を調べる目的で実施し，

今後の素材開発に向け活用方法の検討を行った。

-48 -



..___ 

ビ

ス

コ

プ II漬 II成 II化 II解 IIス:I成

ー可+ ←ー 苛

性 硫 '性

ソ 化 ソ

M天. 

ダ 素 ゲ

硫|!?|l?
ダ

ソ

ダ

図2 レーヨン製造工程

効果検討項目

①毛羽立ちを防止する効果。

② )I)Lに馴染まない等の改善を図り，素材の述和感を改

普する効果。

③快適な風合い加工の仕上げ効果。

④吸湿性 ・放湿性に{憂れ，さわやかな感覚を持った特

殊な加工効果。

⑤洗躍することで生地の柔軟性効果。

れており，これらに応えるため本格的な研究開発に向

けての予備試験に取り組むこととした。

これまでの芭蕉混紡糸の試験結果において，繊維の

風合い価値判断等で，硬さ，毛羽立ち等が織り布面に

目立ち，肌に馴染まない課題等を残している。これら

を解決するため，繊維の軟織化試験等を実施してきた

が，改善の目処を見いだせずにいた。そこで，ビスコ

ース加工技術の導入に着目し，原料糸の表面にレーヨ

ン皮膜を形成させセルロース(繊維質)を固着させる

技術の予備研究を進めた (図4)。

kvJ1 [芭蕉混紡糸]

図3 ビスコース処理風景

3. 2 芭蕉混紡糸へのビスコース加工予備試験

当センターにおいては，芭蕉繊維を活用するため，

ラップ状の芭蕉繊維を綿と紡績した芭蕉 ・ラミ ー混紡

糸の研究開発を行っている。近年，天然繊維素材への

トレンド志向が注目されている中で，当センターへは

芭蕉 ・月桃繊維素材の活用に関する依頼が多数寄せら

[加工処理糸]

図4 比較用サンプル糸

4 双糸による耕加工及び染色試験結果

4. 1 広幅織物設計及び製織試験

経糸設計(地糸 ・緋糸)を織幅に対して6分割にな

るよう設定を行い，反応染料で色相別に染色後，広幅

織物設計による市松模様の組織配列にした(図 5)。

また，色相が重なる経糸と緯糸部分の玉虫色効果や異
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素材のイメ ージ的効果を比較検討するため，下記の内

容を考慮しながら，今後の試験研究・用途開発に活用

する目的で製織試験を行った。

[色相別配列と緯糸の種類別/特徴比較]

-経緋糸と緯緋糸の表現効果(長緋と手括り緋比較)

・緯糸別の表現効果(節 ・リング ・凹凸 ・撚り比較)

・配色イメージの晴好性(まとまり ・きわだち)

-手括り緋の効果(絵緋部分と長緋の緋接合効果)

-異素材の組み合わせ効果(異なる糸の異質性評価)

-染色堅ろう度試験(5項目試験/6生地) 図6生地サンプル

図 5 6配色:製織試験

13年度の製織試験においては，泥染めの双糸を経糸

に使用したため，色彩イメ ージが暗い トーンになり用

途 ・ターゲットが中高齢層への提案となった。今年度

は，若年層向けに明るい色彩 ・配色イメージを想定し

た。また，染色堅ろう度試験を実施するため，経糸の

双糸に反応染料による染色を行い，比較試験用の生地

試料を得ることとした(図 6)。

[織物の製織設計]

経 糸 :双糸 (13.5匁)

総経糸:1，860本

筏密度 :15.5算

筏幅:60cm 

使用羽数 :630~~ 

織幅:56cm 

打込密度:緯糸の15種類別/17本~30本

デザイン :市松模様

生 地:42種類(緯糸/意匠糸 ・玉糸 ・他)

4. 2 双糸の反応染料染色試験

双糸は染色の前処理として ポリアミノ系誘導体を

4g/Q， で， 60"C浴中に30分間浸積して染色した。図

7は，染色を行った条件と表 lに，素材別の糸と染料 、
名及び染料濃度を示す。 -

40分 20分

50-70t I 円玩

20竺_j LJ ~燥
せ染 '1ソーダ灰 2g/2| 水洗 水洗

硝料

y 50g/2 I 

図7 反応染色法

表 l 素材別糸と染料名及び染色濃度

染 料 名 t農度%(o.，[) J 
A レマゾール ターキスブルー 5 % 

経糸 B " " グリーンBN

(双糸) C " イエロー " 

D " " プリリ アン トバイオレ γ 卜

E " " オレンジ

F " 
M 

プリリ アン トレ ッド

総糸 レマゾール プリ リアン トハイオレノ ト5R O. 2 

シルクペニー a イエロー O. 8 

(I~".， • lIJ綿)

続糸 レ7 ゾールオレン ジ O. 4 

1J.匠糸 b " グリ ーンBN O. 8 

5号糸 " ターキスブルー O. 3 
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4. 3 染色堅ろう度試験結果

反応染料による染色糸の染色堅ろう度試験結果を表

2-4に示す。(経糸C.緯糸b). (経糸E.緯糸b)

のサンプルにおける耐光試験は3-4級とやや弱くな

っているが，サンプル(経糸C.緯糸 a) • (経糸D.緯

糸a) • (経糸D.緯糸b)は.4-5級とやや強くなっ

ている。摩擦試験の結果，乾及ぴ湿摩擦では.4-5級

が多く，摩擦に強いことが言える。しかしサンプル(経

糸E.緯糸 a)については3-4級となっている。洗濯

試験の結果は，変退色，汚染ともに4-5級となって，洗

濯に強いことが分かる。汗試験については，酸性人工汗

液で4.4-5級の変退色，汚染とも強くなっているが，

アルカリ性人工汗液のサンプル(経糸C.緯糸 a).汚

染(絹)では 3-4級となっている。水試験について

は，サンプル(経糸F.緯糸b)の変退色3級，汚染3級

」〆(綿)とやや弱くなっている。全体として4-5級が

多く水に対する堅ろう度が強いことが分かる。

表2 反応染料の耐光，摩擦，洗濯試験

i;会!
出量試験(組)

耐t試験(組) 車操試験(組) 査'i8~ 汚染

乾 湿 綿 車目

A a 4 4-5 4 4 -5 4 -5 4 -5 

B a 4 4-5 4 4 -5 4 -5 5 

C a 4 4 -5 4 4-5 4-5 4 -5 

D a 4 -5 5 4 -5 4-5 4 -5 4 -5 

E a 4 4 -5 3 -4 4 -5 4 -5 4 -5 

F a 4 4-5 4 4 -5 

''-._./ 

表3 反応染料の汗堅ろう度試験

躍的度試験(制 搾ろう度試監(組)

(酸性) (アルカリf性)

費量色 汚染 監理色 汚染

綿絹 綿 絹

A a 4 4-5 4-5 4 4-5 4-5 

B a 4 4-5 4-5 4 4-5 4-5 

C a 4-5 4 4 4-5 4 3-4 

D a 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

E a 4 4-5 4 4 4 4 
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表4 反応染料の耐光，摩擦，水試験

;1:11ろう度線(劃

i;会蹴織(組) 勝繍(組) 変退色 汚染

乾 IE 綿 絹

A b 4 4 -5 4 -5 4-5 4 4 

B b 4 4 -5 4 -5 4 -5 4 4 

C b 3 -4 4 -5 4 -5 4 -5 4 3 -4 

D b 4 -5 4 -5 4 -5 4 -5 4 -5 4 -5 

E b 3 -4 4 -5 4 4・5 3-4 3 -4 

F b 4 -5 4 3 3 3 -4 

4. 4 複合糸の組み合わせによる

アイテム別織物の製織試験

大島綿製造技術を活かした複合糸の組み合わせによ

る帯地・服地用織物の織機別による，緋表現，素材表

現(経糸・緯糸).仕様設計等について技術的な加工

方法の検討を行った。今後は，洋装用生地としての使

用に耐える物性改善や製造工程全体の再検討を考慮し，

異素材の表現効果，経緋と緯緋の緋合わせの表現，手

括り緋の表現効果，配色イメージの噌好性等について

の技術開発に取り組みたい。

5 まとめ及ぴ今後の課題

今回は芭蕉混紡糸へのビスコース加工技術を導入し

て，素材の難点改善を図る目的で予備試験を実施した。

その結果，毛羽立ち防止及び糸表面の滑らかさ等の

改善効果が見られたので.15年度は本格的に芭蕉混紡

糸づくりから進めて，実用化の技術確立・品質向上を

目指して取り組みたい。
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芳 複合糸・高密度織物の応用に関する研究(その2) 
一高密度耕織物に関する研究一

恵川美智子，平田清和

従来の製品より高級感のある高密度の大島紬について糸の選定やそれらに伴う織物設計方法の確立を目指す

ことにした。高密度無地織物 1)， t)で得たデータを基に，大島紬の綴密な緋織物に利用できる織物データの構

築により，大島紬の更なる高級化を図る。

本年度は，高密度無地織物のデータを基に， 18算の緋織物について糸目付と緋締め筏密度の組合せを検討し

て，緋織物でその整合性の検証を試みた。結果，同データが大島紬の綴密な緋織物設計において，糸目付と緋

締め筏密度の組合せの目安となることが確認できた。

1. はじめに

大島紬は先染めの緋織物であり，緋は非常に細かく

綴密な織締め緋を特徴としている。綴密な緋で模様を

構成する大島紬の織物設計において，緋締め筏密度と

原料絹糸の目付選定は重要である。現在の大島紬は，

13算， 15.5算が大半であり，大島紬の高級化及び多様

化による新製品開発には，織物密度についての検討も

必要である。これまでに大島紬の高級化及ぴ多様化に

利用可能な織物設計方法の確立を目指し，その一環と

して従来製品より高級感のある高密度織物について検

討を行ってきた。 1). 2)本研究では，高密度織物の研究

を無地織物から緋織物へ展開し，大島紬の級密な緋織

物に利用できる織物データの構築により，大島紬の更

なる高級化を図ることを目指す。

今年度は，高密度無地織物で得たデータを基に， 18 

算について原料綿糸目付と緋締め筏密度の組合せを検

討し，緋織物でその整合性についての検証を試みた。

2. 実験方法

18算緋織物の試験は，緋糸と地糸の配列(経緋糸の聞

に地糸が何本配列されるかによって区分する)は緋糸 2

本，地糸4本の配列の 2モト越式ベタで行った。緋織

物試験は18算と15.5算との比較を行った。

2. 1 糸目付と耕締め筏密度の予測

高密度無地織物使用糸の緯糸目付に対する緯糸密度

と経緋締め筏密度の予測を行った。それを基に，~織

物試験の条件は，従来の15.5算の大島紬を基準にして，

18算の大島紬の予測を行った。

2. 2 原料絹糸 一

大島納用練り絹糸を使用した。 18算は無地織物デ-v
タを基に，経糸は7.5匁/総を用いた。緯糸は，緯糸密

度の変化についての実験式から求めた緯糸目付の中か

ら，経緋締め筏密度との関係をみて3種類を選定した。

比較品の15.5算は，経糸と緯糸は従来の糸目付の10.5

匁/総を使用した。
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糸目付(匁/総) 1総の長さ;2， 500m 

経糸 7.5， 10.5 

緯糸 6.5， 8.2， 8.8， 10.5 

2. 3 織物条件

筏密度(羽数/筏幅)

引き込み本数

染色

仕上糊

亜美斉IJ

織布

製織

緋締め

ガス綿糸

品数

経糸張力圧

締圧力

糊張り条件

糊付け

手取り本数

18算 (720羽/40.0cm)

15.5算(640羽/41.3cm) 

2本/羽

合成染料染め 合金属染料 γ1

州ラン7'7ック2RL 8 % (owf) -

ふのり 3 wt目

ライトシリコーン M807S 2 wt/v% 

緋織物

高機による手織り

空圧締機による緋締め

80/2 s 

lロロ口

3 kg/cm' 

4 kg/cm 2 

イギス 3 wt% 

12本/71" 16本/71，



3. 実験結果

3. 1 糸目付と緋締め筏密度

高密度無地織物使用糸の緯糸目付に対する緯糸密度

と経緋締め筏密度の予測の結果について，表 lに示す。

高密度無地織物のデータによると，緯糸密度は緯糸目

付が増加すると減少する関係にある。緯糸密度の変化

Jこついては18算は(1)，15.5算は(2)の関係式から，緯

糸目付に対する緯糸密度の予測を行った。

(但し y ，緯糸密度 x，緯糸目付)

18算

経糸 7.37匁/総 y =45.7ー1.43x....(1)

15. 5算

経糸 9.94匁/忽 y=44.1-1.38x・・・・(2)

18算の経緋締め筏密度は，従来の15.5算の大島紬を

¥J基準にして予測を行った。 15.5算の大島紬では，経糸

本数に関与する緯緋締め筏密度は15目5算が，緯糸の織

込み本数に関与する経緋締め筏密度は14算が用いられ

ている。この時の設計糸密度は経糸は31本/cm，緯糸は

28本/cmである。又，経糸と緯糸の糸目付は10目5匁/総

が一般的に用いられている。緯糸の実iP，rJ目付10.31匁/

認の場合，関係式(2)での緯糸密度の予測は29.87本/cm

となる。織布の緯糸密度と設計の経緋締め筏密度(算)

の関係について，経緋締め筏密度の予測に用いる

に/

定数を (3)式により求めた。

レ経耕、 f引き、J
定数=緯糸密度711締め Ix 1込み 11.... (3) 

l:-筏密度 、本数ヴ

=29目87本/叩7(14算x2本/羽)

=29.87本/cm728. 00本/cm

= 1. 067 

この定数を用いて，無地織物使用糸の緯糸密度に対す

る経緋締め筏密度の予測を行った。

更に，関係式(1)と定数を用いては)式により， 18算

の経緋締め筏密度(算)と緯糸目付の予測を行った。結

果について表2に示す。

(但し y ，緯糸密度 x，緯糸目付)

18算

経糸 7.37匁/総 y =45.7ー1.43x....(1)

x = (45. 7 算数X2X1.067)71.43....(4) 
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表l 高密度無地織物使用糸の緯糸目付に対する
緯糸密度と経緋締め筏密度の予測

糸 表示日付 実測目付 緯糸密度 経緋締め筏密度
ーーー・・・ー---・田--戸ーー ーーー・・・・・--"・開胃-----------
種 (匁/総) (匁/紹) (本/cm) (算)

6.00 5.71 37.53 17.58 

6.50 6.46 36.46 17.09 

7目。。 6.99 35.70 16.73 

7.50 7.33 35目22 16.50 

緯 8.00 7.51 34.96 16.38 

8.20 8.06 34.17 16.01 

8.50 8.55 33.47 15.68 

糸 8.80 8.67 33.30 15.60 

9.00 8.93 32.93 15.43 

9.20 8目94 32.92 15.43 

9.50 9.31 32.39 15.18 

9.80 9.21 32.53 15.24 

10.00 10.00 31. 40 14.71 

10.50 10.03 31. 36 14.70 

11. 00 10.49 30. 70 14.39 

12.00 11. 37 29.44 13.80 

経 7.50 7.37 

糸 10.50 9.94 

表2 経緋締め筏密度(算)と緯糸目付の予測

経緋締め筏密度 緯糸目付
ー---------圃帽『ー--・ ーー-----ーーーー
(算) (匁/総)

18 5.09 

17 6.59 

16 8.08 

15.5 8. 82 

15 9.57 

14 11. 07 

表1，2から， 18算の緋織物試験は，緯糸目付は6.5匁

/総， 8.20匁/総， 8.80匁/;惚を，組み合わせる経緋締め

筏密度は17算， 16算， 15.5算とした。

3. 2 原料絹糸

使用原料絹糸の糸目付の測定結果について，表3に

示す。原料絹糸目付は測定した繊度(ヂニール)から g及び

匁に換算を行った。緋織物試験に使用した原料絹糸は，

均ーの織上がりを考慮して緋糸と地糸は同一目付とし

た。



表3 緋織物使用糸

糸 表示日付 実測目付
ーーー--胃『・---・・・・・・・.ー・--------・・・・・・・--
種 (匁/総) (g/紹) (匁/総) (g/総)

6.50 24.38 6.46 24.21 

緯 8.20 30. 75 7.84 29.41 

糸 8.80 33.00 8.92 33.43 

10. 50 39.38 10.31 38.68 

経 7.50 28.13 7.37 27.64 

糸 10.50 39.38 9.94 37.26 

3. 3 緋織物試験

糸目付と緋締め筏密度の組合せは， 18算緋織物では，

緯緋締めは全て18算で行い，経緋締めは3種類の筏を

用いた。 18算緋締めの筏の引き込み本数は，経緋締め

は3モトで行い，緯緋締めは3モトと 4モトの2種類で行っ

た。比較品として従来の15.5算は，経緋締めと緯緋締

めは4モトで行った。緋織物は18算3種類6点， 15.5算

1種類1点とした。

18算の組合せ条件

No.1-1， 1-2 

経糸目付 7目5匁/総

緯糸目付 6.5匁/紹

経緋締め筏密度 17算

手取り本数 12本/77.

引き込み本数 3モト/羽

緯緋締め筏密度 18算

手取り本数 12本/77.

引き込み本数 3壬ト/羽， 4モト/羽

No.2-1， 2-2 

経糸目付 7.5匁/総

緯糸目付 8.2匁/総

経緋締め筏密度 16算

手取り本数 12本/77.

引き込み本数 3モト/羽

緯緋締め筏密度 18算

手取り本数 12本/77.

引き込み本数 3壬ト/羽 4壬ト/羽

No.3-1， 3-2 

経糸日付 7.5匁/総

緯糸目付 8.8匁/総

経緋締め筏密度 15.5算

手取り本数

引き込み本数

緯緋締め筏宮、度

手取り本数

引き込み本数

15.5算の組合せ条件

No.4 

経糸目付

緯糸目付

経緋締め筏密度

手取り本数

12本/77.

3モト/羽

18算

12本/77.

3モト/羽， 4モト/羽

10.5匁/紹

10.5匁/紹

14算

16本/77.

引き込み本数 4モν羽
緯緋締め筏密度 15.5算

手取り本数 日本/77.

引き込み本数 4モト/羽 /" -， 

結果， 18算緋織物として経締め17算・ 16算・ 15.5算そ'-"

れぞれの緋織布の作成が可能であった。 15.5算の緋織

物の経締め14算に比べ何れも緋は小さく数が多い。筏

幅が40cmの場合， 2り越の緋は15.5算は4.8マルキ， 18算

は5.65マルキになり緋は徹密になった。 18算の緋締めは，

経緋締めは3モトの緋で，緯緋締めは3りと 4モトの緋を

作成したが，織布の緋の大きさが異なり，緯緋締め筏

の引き込み本数の差が見られた。

緋を綴密にする方法として，緋糸と地糸の配列を変

えてマルキ(経緋糸本数)を増やす方法があるが，筏密度を

変え高密度織物にすると，緋が綴密になる他に布地が

従来より更に薄くて軽くなる特徴があり， 18算は高密

度緋織物として15.5算に比べ高級感のある織物になっ

た。(図 1) u 

4. まとめ

本研究は地域産業集積中小企業等活性化補助事業の

一環として行った。

大島紬は綴密な緋で模様を表現している緋織物で緋

は織締め緋である。経糸と緯糸の双方に緋があり経緯

緋になっている。緋は織物設計で位置と間隔が決めら

れている。製織では経緯の緋は lつlつ緋合わせを行

っている。このことから，経糸と緯糸の糸密度と糸目

付が緋合わせに大きく影響する。高密度無地織物のデ

ータを基に18算の緋織物が作成でき，同データが緋織

物設計において糸日付と緋締め筏密度の組合せの目安

となることが確認できた。
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今後， 20算緋織物についても緋試験を行い，織物デ

ータの構築を進め，大島紬の更なる高級化を図りたい。

参考文献

18算

1)恵川ら:鹿児島県大島紬技術指導センタ 業務報告

書， P46 (2001) 

2)恵川ら:鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告

書， P35 (2002) 

No.l-l 緯緋締め3壬ト丁玉川 緯緋締め4モト

図 1 緋織布
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有識検察色

ジャカード緋蓮の糊抜き加工に関する研究

福山秀久，操利一

大島紬業界を取り巻く環境はきわめて厳しく，生活様式の変化等による和装需要の低迷から減産を余儀な

くされている。

このようなことから，大島紬商品構成分野の拡大を図るための新商品の開発が望まれており，当センター

でもジャカード締機を利用した，従来にないデザイン展開の製品試作を重ねてきたが，二重組織になるジャ

カード緋慈は染色性に課題が残されている。

今回の試験では，着色剤を利用した糊抜き判定用のジャカード緋慈を作成し，糊抜き方法の検討を行った

結果，ジャカード緋獲の最適な糊抜き条件を把握することが出来た。

1. はじめに

これまで「デザイン・緋締めシステムJ(ジャカー
ド締機)を利用して，繰り返し模様でない絵羽調大島

紬の試作を行ってきた。

% (ows) を混ぜた場合についての粘度の測定を行っ

た。測定機器は， HAA郎社製のピスコテスターVT550を

「デザイン作成jやジャカードを動作させるための

["C G Sデータ変換」等の技術は確立できたが，ジャ

カード締機による緋蓬は二重の組織になるため染色作

業で染料の浸透が悪<，緋の染まり具合に課題がある。

その原因として，染色前の糊抜き工程で糊張り糸の

糊が充分に落とされていないことがあげられる。そこ

で，糊張り時の糊に着色斉Ijを混せ、て糊張り・緋締めを

行い，糊抜き判定用のジヤカード緋蓬を作成し糊抜き

試験を行ったので報告する。

2. 試験方法

2. 1 着色斉IJの選定

シルクレット， solofheyl red，アシドブリリアン

トスカレット3Rの酸性染料3種類，本洋紅(顔料)を

それぞれ糊剤に混ぜて糊張りを行い，常温水に浸し着

色剤の落ち具合を検討した。

2. 2 選定した着色剤の洗濯堅ろう度測定

JIS L-0844(1997年)["洗濯に対する染色堅ろう度

試験Jにより，イギス糊剤3.5%(ows)に着色剤 3%
(ows)で糊張りした糸について洗濯堅ろう度を測定

した。

2. 3 糊の粘度測定

カゼネート糊について，糊斉IJだけの場合と着色剤3
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使用し，測定温度25"(で行った。 υ 
2. 4 糊張り

糊抜き判定用の糊張り糸を次の条件で作成した。

絹糸:10.5匁緯糸

手取り:12本

糊剤.イギス

糊濃度:3.5% (ows) 

着色剤:シルクレット(酸性染料)

着色剤濃度:3 % (ows) 

染色試験用の糊張り糸を次の条件で作成した。

絹糸:10.5匁緯糸

手取り:12本

糊剤:イギス

糊濃度:3 % (ows) 

2. 5 ジャカード緋蓬作成

o 

糊抜き判定用緋廷と染色試験用緋涯を，ジャカード

締機により，締め圧5kg/cm'，経糸張力圧4kg/cm' ， 

捨て糸ナイロン6号により作成した。

2. 6 糊抜き

常温水により糊抜きを行った。

2. 7 染色

染料カヤカランブラック 2RL ，染料濃度5% (ows) 

により染色を行った。



3. 結果及ぴ考察

酸性染料3種類，顔料1種類をそれぞれ糊に混ぜて

糊張りした糸を糊抜きした結果，糸に染着せず糊と同

じように落ちる着色剤としては，酸性染料・シルクレ

ット(商品名)が最適であった。他の酸性染料の場合，

絹糸に染着するために糊抜き後も色が残り，また顔料

に関しては，粒子が細かいために糊抜き後も繊維聞に

残留し，糊抜き判定用の着色剤としては不適切であっ

た。

目視による判定を行うため着色斉Ijの色としては赤系

統に限定し，濃度は3% (ows)と決定した。

シルクレットの「洗濯堅ろう度」を測定した結果 l

級であり，洗濯に対して非常に弱いことがわかった。

酸性染料は洗濯堅ろう度に比較的弱い染料であり，

'J酢酸を加えて酸性浴で染色する場合が多い。 11

今回は糊剤に混ぜただけであるために絹糸に染着し

なかったものと考えられる。

糊の粘度測定は，英弘精機株式会社に協力を依頼し，

HAAJ包社製の回転式粘度計 ピスコテスターVT550を使

用して測定を行った。

通常，糊張りを行う場合の糊弗lには海藻糊のイギス

を使用するが，イギス糊の場合，温度差による粘度変

化が著しいため，今回は常温でも粘度変化の少ないカ

ゼネート糊を使用した。

カゼネート 2% (ows)糊濃度の粘度が350mpsに対

し，同じ濃度の糊剤にシルクレツト 3% (ows)を混ぜ

た場合の粘度は220mpsと大幅に低下することが判明し。こ。
そこで，シルクレットを混ぜる場合の糊濃度を把慢

するために再度，粘度測定を行った。

シルクレツト 3% (ows)を混ぜる場合の糊濃度2.3

% (ows)が，カゼネート 2% (ows)の粘度に最も近

い数値であった。(表 1) 

イギス糊にシルクレットを混ぜる場合の糊濃度は，

比例計算により3.5%(ows)とした。

表 l 粘度調Ij定結果

試 粘度 (mps)料
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糊抜き判定用のジャカード緋廷と染色試験用のジャ

カード緋慈を常温水に漬け.24時間ごとに糊抜き操作

を行い染色した結果.72時間常温水に漬け，その関に

3回の糊抜き操作を行ったジャカード緋慈の染まり具

合が良好であった。

なお，ジヤカード餅廷は二重組織の織物であるため

緋廷が固く，通常の緋慈染色で行う手による挟み込み

操作ができないため，足踏みによる操作を行った。

4. まとめ

今回の試験で糊抜き判定用の緋廷を作成することに

より，ジャカード緋廷の糊抜きの状態を把握すること

ができた。

今後，ジャカード締機を利用した新商品の開発を目

指す業者へ機器の開放を行っていくが，デザインによ

り染色性に差が出ることが考えられるため，糊抜き判

定用の緋慈を利用しながら試験染めを行い，染色性を

確認したうえで本締めに移行する方法をとって行く予

定である。

謝辞

粘度測定に関しては，英弘精機株式会社の山脇武彦

氏が行った。深く感謝する。

参考文献

1 )本場大島紬製造ハンドブック P97 
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大島紬用手織り機の改良研究(第2報)
平田清和，今村順光，恵川美智子，福山秀久，

富山晃次，瀬戸口正和事!

大島紬の製織作業は，織工の技能に品質が大きく左右されるものの手織り機環境への積極的な取り組みは少な

い。本研究では，アルミフレームを基本構造に用いた手織り機の試作に取り組み，製織実証試験を行い，改良ポ

イント掌握を図ることとした。

初年度は，エアーアシストやベアリングを使用し主要動作部8項目の改良を試みた試験用モデル手織り機を設

計考案した。(概報) 次年度以降， 15.5算規格の2モト越式次いで15.5算規格の lモト越式の経カタス緋(以

下、 77ルキカタスと称す)と順次製織実証試験を行い，機能の安定化・品質向上及び生産性の効率化の確認検

証を行った。その結果既存手織り機への利用可能な機構への絞込が出来た。

1 はじめに

大島紬の最終工程である製織作業は手織りが中心で

あるため，作業者自身の経験や熟練者からの技術の継

承で作業を行っており，織工の技能によって品質が大

きく左右されうるものの手織り機や織り環境への積極

的な取り組みはあまり行われていない。

本研究では改良ポイント掌援のため，アルミフレー

ムを基本構造に用いた手織り機の試作に取り組み，そ

の試験用モデル手織り機による製織実証試験を行った

経過について報告する。

2 試験用モデル手織り機の試作と製織実証試験

2. 1 研究開発の経過(標準)

試作方針

・手織り機の特長を活かしつつ，細分化を図る 0

・規格品のアルミフレームにより加工部を極力省く 0

・従来手織り機(広幅1.5尺)を基本設計とする。

2. 2 手織り機組み立て試作試験及び

1)巻き取り装置

2)送り出し装置

3)筏打ち装置

4)関口・足踏み装置

設計時の改良ポイント

5)経緋セット(モデ)装置

6)織機サイズ設定

7)緯糸打ち込み装置

8)照明装置

9)主要電源/空圧方式及び 10 0 V交流電源

" 鹿児島県工業技術センター

2. 3 平成12年度の実施結果

試験用モデル手織り機の試作を行い， 15.5算規格の

無地織物での基礎試験を行った。 v
8項目の主要動作機構について，作業性の確認と全

体枠からの操作性などの面から検討を加え，初期モデ

ルを改良していった。

2. 4 平成13年度の実施結果

2モト越式原料の実証試験

緋織物での試験用モデル手織り機の有効性を確認す

るために，経緋を使つての製織試験を行った。

2. 5 平成14年度の実施結果

77ルキカタス原料の実証試験

機掛けから一連の作業を行い，試験用モデル手織り

機での製織試験を行った。‘

3 試験手織り機の稼動試験

3. 1 平成12年度の試験結果

3. 1. 1 試験用モデル手織り機の組み立て

u 

従来の広幅手織り機のサイズをベースにアルミフレ

ームを骨格に使い，試験用モデル手織り機の設計をし，

その組立試作を行った。

3. 1. 2 無地織物での基礎試験

15，5算の無地織物を機掛けし，一連の製織動作を行

い，作業者からの意見を元に織り機の使い勝手を検討

した。操作盤の位置や着座位置・高さなどの手直し，

巻き取りや送り出し部分での不具合点の改良も行った。
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3. 2 平成 13年度の試験経過内容

3. 2. 1 製織試験及び招へい研究会の実施

実際に試験手織り機を使用して 機構全体の把握及

び、各機構パーツとの連動性について稼動検証を行うこ

とにしたO 試験手織り機には 2モト越式原料を設置し

て， 8機構/121項目の手順マニュアルに沿って製織実

証試験を進めた O ところが，製織作業を進める段階に

入り，経地糸張力装置に問題が発生して織れる状態で

は無くなったO 経地糸張力バルブボタン(張)を押す

とシリンダーがパックして，経地糸を均一に張った状

態で固定すると正常な機能が得られ安定する。だが，

左右対称の張力調整が不均ーになった。原因として，

左右の一方には固定用のギアーを付けて，もう一方に

は付けていないので，間丁ローラーが均一状態になら

ず張力平行のバランスが崩れ，目指している安定化が

図られなかった(図 1)。これらの改良・改善を図り，

織れる状態にするため 1回目の招へい研究会を実施し

たO

[招へい研究会の実施及び改善内容]

招へい研究員:古市智久

錦江織物機械製作所

1回目:平成13年11月26日-----27日

研究内容:①機構全体の問題点・課題の抽出

②試験手織り機の機能評価及び

不良箇所の改善実施

図l 間丁ローラー

研究成果

l各機構部分の稼動実証試験について再構築の調整

を行ったO

2試験手織り機の問題点・課題等の抽出及び評価検

討の助言指導を受けた。

3改良機構部の提案，絞り込みについての意見交換

を行った。

不良機能部分を改善して稼動させるため制御システ

ムを分解し，エアーシリンダーの位置変更及び間丁ロ

ーラーが左右対称の位置になるよう取り替え作業を行

った。その結果，間丁ローラーが平行になり緯糸の打

ち込みが均ーになった。また， 2回目の招へい研究会

までに，機能装置の問題点・課題等の抽出を図るため，

製織作業を継続して行った。

[招へい研究会の実施及び改善内容]

2回目:平成14年1月17日-----18日

研究内容:①稼動内容の把握・問題点の抽出

を基に改善箇所の微調整

②各パーツとの操作連動・機能改善

研究成果

lエアーシリンダーの微調整を図り左右対称の打ち

込み調整の均一化を図aった O

2各パーツとの連動及び操作手順に基づく稼動性能

の再評価を行った。

3各機構部での検証試験から問題点・課題等を抽出

し提案する機構部の絞り込みを行った。

これまで機構部の不全原因・究明・改善を図り，次

の製織工程へ移るため機能をチェックし，安定化の確

認及び操作性や作業効率を検証してきた。そして，機

能の複雑性・効率化に問題は残ったが，二元越式原料

糸の製織が可能となり試験織りを完了したO

3. 3 平成14年度の試験経過内容

3. 3. 1 製織試験及び招へい研究会の実施

7マルキカタス原料を使用して，全工程の準備作業

から l疋の製織完了に至るまでの機能評価について試

験手織り機で検証することにした O 図2は準備作業工

程の写真である。左上の写真から， 4 -----5番目の筏通

し，右上は6番目の筏通し，左下は全ての準備作業を

終え空圧力調整のセットを完了後，製織開始の建て付

け工程に入っている写真(右下)である。そして，こ

の作業によって色々な機能性，能率性の経時変化，未

知の部分を調べるため実証試験を実施した。また，こ

の準備作業工程から検証において， 6枚の筏を使用し

たため筏通しに費やす所要日数が掛かり効率性に課題

を残した O さらに，バッタンの位置と筏羽の開閉幅が
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大島紬着姿シミュレーションによる
デザインの高度化に関する研究

一着姿における図柄の配置一

徳永嘉美，山田淳人，上原守峰

これまでに開発された着姿シミュレーション「紬ソフト」の業界普及を目的に，近年結成された大島紬C

AD研究会の技術支援を兼ねて，デザイナーが平面上で図柄を描画する際に立体の着姿をイメージすること

ができる参考資料を作成した。

しはじめに

着姿シミュレーションシステム「紬ソフト」の構築

で，平面デザインの段階で立体的な着姿イメージが表

現できるようになった。このことはデザイナーにとっ

て当然のごとく着姿を意識した図柄表現が求められる

こととなる。

前報1)においては，各種製品別における織縮率の調

査結果に基づく着姿デザイン設計図を考案し，着姿か

らデザインを開発する手法について考察した。本報は

まとめとして，まずデザイナーが図柄表現する際の基

準となるベース柄を作成した。次に先に考案した着姿

設計図を基にして，ベース柄の緋図案を調整し着姿へ

シミュレーションを行った図柄配置資料を作成した。

ベース柄とは大島紬図柄配列構成の基本となるもの

で，形態の原点である点・線・面に大別しこれをさら

にデザイン変化を加えたもので構成されている。この

図柄配置資料は，ベース柄を基にしてCADで緋図案

調整し間数データを表記しているので，デザイナーが

緋図案作成時に着姿での図柄表現をある程度予測でき

るものとして活用されることを期待している。

2.内容

2. 1 ベース柄の作成

基本となるベース柄作成のための資料収集をまず行

った。既刊の和装専門図書等に掲載された大鳥紬の柄

153点を収集し系統別に分類した。

次に整理した図柄から基本的な図形を導きだして，

これをさらに[飛ぴ-大小・角度・移動・分割・階調」

などのデザイン変化を加えてベース柄とした。

2. 2 着姿図柄配置資料の作成

この着姿図柄配置の資料作成は，先にで考案した着

姿デザイン設計図に基づいているので，織縮を勘案し

ており実際の製品寸法を模している。

データ収集の設定は以下のとおりである 0

・緋図案調整・・・・ 15.5算の97ルキ式

・図案横方向間数・.200間

・製品素材・・・・・茶泥大島紬

-着姿データ・・・・前姿及び後姿，斜姿

・仕立てデータ・・・一部の柄については，仕立て違

いによる柄変化を表示

-図案データ ・・・各ベース柄に応じて関数を表示

・保存メディア . . MO及びA4版冊子

3.結果及び考察

3. 1 ベ}ス柄(点装性)

3. 1. 1 短冊柄

( 1 )縦移動による変化

• • • • 
• 11-

圃

」ー11 ・

• • 
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( 2 )飛びによる変化
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( 2 )横移動による変化

• • • 
• 

• 
• 

• 
• 

• 
• 

• 
• 

• 
• 
• 3. 1. 2 一機柄

( 1 )飛びによる変化 • • • 

ベース柄(線装性)

3. 2. 1 縦縞柄

(1)飛びによる変化

2 3 . • 

• 

• 

• 

• 
• 

• • 
• 
• 

• 
• 

• 
•••••••• •••••••• •••••••• •••••••• •••••••• 画面画面画面画面
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( 2 )大小による変化

-・・・・・圃圃・

••••••••• 
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園

田

・

・・・圃・
E圃圃・

-EE---田
園

・

・・・・・圃圃
.. ( 2 )分割による変化

に.. ). 1. 3 チェック柄
( 1 )大小による変化

( 3 )大小による変化
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(4 )階調による変化

3. 2. 2 横縞柄

(1)飛びによる変化

( 2 )大小による変化

3. 2. 3 斜め縞柄

( 1 )飛ぴによる変化

(2 )角度による変化

(3 )大小による変化

() 

3. 3 ベース柄(面装性)・一反を分割する柄構成

3. 3. 1 縦2分割柄

u 
• 3
A

 

B 

C 

D 

E 
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3. 4 ベース柄による着姿シミュレーション(点装生)

3. 4. 1 短冊柄

( 1 )縦移動による変化

( 2 )横移動による変化

3. 4. 2 一機柄

( 1 )飛びによる変化
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( 2 )大小による変化

3. 4. 3 チェック柄

( 1 )飛びによる変化
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( 2 )大小による変化

3. 5 ベース柄による着姿シミュレ}ション(線装生)

3. 5. 1 縦縞柄

( 1 )飛びによる変化

( 2 )分割による変化

-67 -



( 3 )大小による変化

( 4 )階調による変化

3. 5. 2 横縞柄 、、J
( 1 )飛びによる変化
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( 2 )大小による変化

3. 5. 2 斜め縞柄

( 1 )飛びによる変化

( 2 )角度による変化
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( 3 )大小による変化

3. 6 ベース柄による着姿シミュレーション(面装生)

3. 6. 1 縦2分割柄
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4.まとめ

大島紬の図柄を単純化したベース柄を作成し，着姿

への配置を試みたところ次のことが明らかになった。

( 1 )ペース柄(点装性)での飛びによる変化では，図

柄の集散を段階的に捉えることができた。また大小

と移動による変化では，仕立て時における縫い代に

よる柄の変形度合いを確認することができた。

(2 )ベース柄(線装性)での飛ぴと階調による変化で

は，縞柄としての認識できる釜数の確認ができた。

また大小と分割による変化では，仕立て時における

縫い代による柄の変形度合いと，体型から捉えたス

トライプの柄行を確認することができた。さらに角

度による変化では，斜め柄のおしゃれ感を見ること

ができ，全体的には衿における仕立ての柄合わせの

~ 難しさや体型とのバランスなどが確認できた。

(3 )ベース柄(面装性)での分割による変化では，特

に仕立て方の違いによる柄のデザインバリエーショ

ンを確認でき，予期せぬ新柄の発見に繋がった。

以上が所見であるが，本研究の特に注目すべき点は

面装性の分割柄についてであった。この柄は一反の布

をー完全模様として捉えて直線で全体を分割する手法

のものであり，ベース柄 38点を用意し着姿データの

収集を試みた。ところがこの柄は先の点装性，線装性

の柄とは異なり，仕立て部品の順番遠いあるいは各部

位の上下・水平反転仕立てによる柄の変化などから，

Iベース柄で 100種を越える柄変化となり大量のデー

タを必要とした。そこで今回は基本6種を中心にまと

め，多くの着姿展開の中から主なものを収集した。

o 

なおこの分割柄構成による着姿シミュレーション

は，デザイナーのための参考資料と言うよりデータそ

のものが製品的価値があることが認識できた。しかも

この一反分割柄は，経・緯緋締め本数I本で製造でき

る低コストイヒと，これまでの 1ロット l柄という製造

制約を覆した lロット多品種化が可能となり，ベース

柄そのものが新しいデザインであることが判明した。

従って今後はこの分割柄のみに焦点を絞って，今回

の残りのベース柄である直線分割ともども新たに曲線

分割も加えた形でまとめる必要があるだろう。そして

このことで，これまでの業界で見られなかった新しい

発想の商品並びに開発手法として，あるいは着姿シミ

ュレーションの有効利用としても広く普及することを

望むものである。

またさらに，新製品としてこの分割柄を普及するに

は，地元デザイナーへの技術指導が必要不可欠である

ので，今後はこの手法を大島紬CAD研究会へ研究テ
ーマとして投げかけ，新しい図案作図法を確立して業

界への提案を行っていきたいと考えている。

参考文献

1 )徳永ら:鹿児島県大島紬技術指導センター

業務報告書 (2001) p46 
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p 千寸、ペシ

大島紬着姿シミュレーションによる
デザインの高度化に関する研究

ーデータベースの構築-

山田淳人，徳永嘉美，上原守峰

大島紬ビジュアルプレゼンテーションシステム(以下OTVPS)は，反物・タフコンデータ・原図・印刷物

などから着姿や衣桁へシミュレーションをすることが出来，その有効性が認識されている。今後は，その有

効性を多角的に検証，実践していくことが必要となる。そこで，これまで実施された「朔け奄美 原図作品

コンテストjから「送り柄J. I着姿j・「衣桁」の 3タイプをデータベース化し，各国毎にCD-ROM上にて閲
覧できるようにしたO その構築法とそれらを有効活用するための提案を行い以下に報告する。

1 . はじめに 紬産地のPRに利用されている。

OTVPSは，反物・タフコンデータ・原図・印刷物

などから着姿や衣桁へシミュレーションをするこ

とができ，その有効性が認識されている。また，業

界への導入が始まる一方で，その有効性をまだ充分

に理解されていない面もあり，導入後のメリットや

使用例を今後PRしていかなければならない。

そこで，奄美産地で，平成元年度から毎年開催さ

れている「朔け奄美 原図作品コンテスト」の入

賞作品をOTVPSを利用して，着姿や衣桁へシミュレ

ーションしたものをデータベース化した。また，一

般の方にも見やすいCD-ROM上で閲覧出来るように

し，構築されたデータベースを使つての様々な利用

方法等も研究することにした。

なお，平成15年 3月に本場奄美大島紬協同組合

は財団法人かごしま産業支援センターの大島紬活

性化推進事業を利用して「紬ソフト」を導入して

おり，当センターでは作成したデータベースの操

作法や利用法等も含めて技術指導を行っている。

2 .内容

2. 1 データベース化する素材とその詳細

本場奄美大島紬協同組合と(財)奄美群島地域

産業振興基金協会との共催で， I淘け奄美 原図作

品コンテストJを開催している。これは，全国から

大島紬の原図を募集し，その入賞作品を製品化する

コンテストであり，その年のリード商品として販売

会などで展示販売される。また，一般消費者向けな

どには，パンフレット(図 1)を毎年作成し，大島

-74 -

図 1 平成13年度パンフレットの一部

2. 2 データベース用データ

1 )データソース

第 1固から第13固までの朔け奄美原図作品コン

テスト入賞作品306点

2 )データ化した点数

306点中280点をデータベース化 (90パーセント)

した。送り柄のデータが作成できない物や付下

げ調の物は「着姿JI衣桁jへのデータ化が出
来ないため印刷物のデータを記載した。

3) I送り柄JI着姿JI衣桁Jは等身大用データ
(100M) にてデータは作成し，各回毎にDVD-Rに

保存した。

4 )その他

・柄あわせに関しては，出来るだけ 1反分の長さ

でシミュレーションするようにし，帯や小物の







市販原料絹糸の状況(調査報告)

平田清和

例年，原料糸に関する技術相談は数多くあり，製造時の基礎データとしても重要であるので，今年度も大

島紬用原料糸について各種糸物性試験を行うこととした。

試料糸は各販売庖から買い入れにより入手した。今回も取扱庖の減少が見られ入手試料がかなり少なくな

っている。自社用に限定している傾向もあり，協力が得られるような取り組みが必要である。

本調査はほぼ隔年おきに実施しているが前回の平成12年度と比較して，撚数，強力，伸度等大きな変化は

少ないものの若干の変動はみられた。特に，撚数に関しては経糸は若干少なくなっているが，緯糸は依然

として高めの傾向であることを示している。

1. はじめに

大島紬用原料絹糸について業界からの要望が多いた

)め平成12年度に引き続き，糸物性試験を行った。

2. 試験方法

2. 1 試験糸の入手先，地区，時期

入手先 販売庖

(白絹糸:41点，

染色糸:17点合計58点)

地区 奄美地区:3販売庖，

福岡地区 1販売庖

時期 平成14年6月から14年7月

2. 2 試験項目と試験測定条件

(1)繊度(単位 d;デニール)

LLl 試験機器:繊度測定機 D山(サーチ社)
測定方法:オートハーイ7"ロ法

測定条件:試験回数30回 試料長印刷

荷重ウエイト7.0g

(2)撚数(単位 T/m)

試験機器:検撚機 wイエイ科学精機製作所)
測定方法:解撚法

ì~1j定条件:試験回数30回 試料長500剛

荷重ウエイト14.0g

77 

(3)強力，伸度(単位 gf，目)

試験機器:万能引張試験機 (判エンテッP社)

測定方法:定速伸長方式

測定条件:試験回数30回 試料長100凹

引張速度200凹n/min

荷重ストル1，000g(5， 000gX20百)

(4)その他 l総の重量，合糸本数，強度，換算

l総長，目付開差:上記3試験に付随して測定，

各項目の組合せ計算により算出。

3. まとめ

糸種毎の全集計結果を表lに，個別の糸の全試験結

果は表2に示す。

平成12年度に引き続き市販原料糸の全体的な調査は

行なったが，前回と比較して，撚数，強力，伸度等大

きな変化は少ないものの若干の変動はみられた。

特に，撚数に関しては平成12年度と比較すると経糸

は若干少なくなっているが，緯糸は依然として高めの

傾向である。

参考文献

1)平田ら;鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告

書 P60(2001) 



表 l 糸物性試験まとめ

経・緯 試料数
撚数 強力 イ申 度 強度 換算 l総長

(T/m) (gf) (首) (gf/d) (m) 

平均 310.6 584.2 23.70 4.92 2599.9 

白
タ T 19 最大値 335.6 701. 6 27.19 5.32 2852.5 

絹
最小値 227.6 481. 7 18.19 4.40 2416.7 

糸
平均 148.0 542目7 21. 55 4.68 2601. 7 

ヨ コ 22 最大値 171. 3 696.0 24.67 5.11 2681. 8 

最小値 128.3 450.5 18.05 4.22 2527.1 

平均 322.0 495.3 19.56 3.14 2645.9 

亨 ア 4 最大値 331. 8 530.0 22.29 3.50 2728.5 
泥

最小値
染

314.1 442.2 17.35 2.82 2543.0 

糸
平均 140.3 463.2 19.09 3.27 2616.2 

ヨ コ 7 最大値 155.7 515.8 22.09 3.64 2668.2 

最小値 129.3 425.4 16.99 2.99 2555.8 u 
カ

平均 328.1 483.5 19.52 3.17 2595.9 

タ ア 3 最大値 339.4 525.3 20.49 3.33 2654.2 
ツ

チ
最小値 318.8 438.3 18.97 3.04 2559.7 

染
平均 140.3 451.4 18.15 3.12 2688.4 

ヨ コ 3 最大値 146.6 474.7 19.48 3.43 2802目6
糸

最小値 134.9 424.4 15.71 2.68 2624.9 

¥) 

ー 78-



一
…
一

ρ
…s…1…

ρ
…
リ
…
ゅ
…
J
…
ι
…
B
…
s
…

ρ
…』…s…
j

…
ι
…
2
…
ι
…
s
…
l
J
…
1
…
リ
…
川
一
』
…
ι
…
ゆ
一
崎
一
リ
一
江
…

ρ
…
川
崎
…
ゅ
…
J
E
A
ゆ
…
ゅ
…
リ
…

σ…
ι
…
z
…
』
…
2
…
f
J
…
ゅ
…
I
J
…
2
…
川
…
ι
…
岨
…
ι
咽
…
岬
…
ゅ
…
唯
一
直
…
げ
…
げ
一
回
一

ω一凶一時一

回
削
山
一
江
川
河
出
…
味
…
ι
…
氾
ぽ
品
川
礼
川
崎
凪
山
1
…
爪
r
ι
7
4
…
@
品
川
崎
品
川
也
…
江
川
Z
…
味
川
崎
ι
…
η
山
一
E
山
瓜
一
肌
…
也
一
比
一
也
山
泡
ぽ
品
川
門
小
一
広
川
山
札
一
け
山
=
川
品
川
浪
町
内
山
一
a
x
b
円
肌
川
崎
叱
…
叶
h
川
河
品
川
明
弘
山
1
川
崎
比
一
は
叩
円
仙
一
喝
小
川
瓜
…
風
一
比
一
円
山
一
M
m
r
臥
一
向
い
一
阿
川
一
円
仙
川
崎
…
抱
一

一
哨
…
一
則
…
悶
…
m
…
溺
…
畑
一
四
…
hu
一
畑
一
四
岬
…
m
…
町
一
m
m
一
四
一
回
一
四
…
悶
…
舵
…
山
川
…
蜘
…
町
4

…
削
…
四
一
間
…
蜘
…
四
一
蜘
…
町
一
町
一
m
M
…
悶
…
削
…
間
一
U
A
…
蜘
…
問
…
削
…
悶
…
m
…
m
J
…
町
一
四
…
m
…
m
…
m
A
…
m
J
…
m
J
…
m
f
m
…
削
…
m
…
町
一
間
…
日
…
町
山
一
則
…
問
…
削
…
山
一

恥
…
ー
一
E
…
釦
…
E
…
E
…
E
一
E
一
釦
…
創
一
m
u
…
E
…
E
…
釦
…
2
…
2
…
E
…
E
…
E
…
E
…
2
…
E
…
E
…
E
一
釦
…
z
…
E
一
E
…
E
…
E
…
E
…
2
…
z
…
，
=
E
…
E
…
2
…
2
…
2
…
E
…
E
…
E
…
z
…
E
…
E
…
E
…
2
一
2
…
畳
一
畳
一
E
…
2
…
2
一
岳
…
2
…
2
一
2
一
2
…
2
一
タ
一

一

広

山

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

…

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

一

…

…

一

…

…

…

一

1
川
l
」
刷
叫
制
叶
引
制
川
劃
叫
刷
叶
引
叫
則
叶
剖
叫
叫
叫
引
制
叶
剖
引
川
副
叫
創
刊
川
i
川
川
剣
山
劃
川
劃
川
劃
-
4
叫
剖
一
副
司
引
川
副
川
E
高
山
岳
山

9
到
配
山
1
山
B
山
『
f
o
川
劃
一
石
川
出
川
劃
川
町
川
4
J
ω
1
…
引
…
4
山
1
山
2
一

q
一
1
吉
川
5
M
4
-
4
a
g
一
畑
一

一
山
一
5
山
下
山
内
o
r
f
a
z史
5
…
配
z
t
・
4
…
7
山
B
r
u
r
o
m
4
叩
2
一
1
…
7
…
3
r
g
可
'
山
7
-
2
山
4
z
o
一
白
川
S
m
E
I
f
n
f
D
叩
9
7
m
4
7
1
I
n
山
D
…
4
山
7
一
山
D
山
2
山
2
…
8
…
S
山
D
山
2
山
7
一
5
I
f
D
一
9
-
3
7
1
川
D
-
B
E
f
B
一
2
一

「
丸
心
一
恥
一
1
1
一
む
…
配
…
4
…
恥
町
一
紅
一
山
一
山
…
ι
…
ι
一
心
一
則
一
山
…
4
…
ι
…
E
…
ι
…
ι
…
l
h
…
ι
…
4
-
a
…
&
…
2
-
a
…
a
…
a
…
:
…
a
…
&
…
2
-
4
.
一
ι
…
E
…
ι
…
日
…
ι
…
ι
…
釦
…
ι
…
ι
…
l
r
l
h
日
…
広
…
4
…
ι
…
丘
一
旦
…
4
.
一
a
…
a
…
山
一
z
…
a
…
z
一
a
一

宝
山
ん
て
つ
つ
つ
寸
づ
っ
つ
つ
つ
づ
っ
…
!
っ
山
J
J
l
…
J
J
a
m
J
a
-
-
守
山
i
司
m
i
l
-
-
1
山
;
山
1
1
山
1
1
川
1
1
山
1
1
山
i
i
i
山
d
m
l
川
i
山
l
J
J
J
1
1
山
1
1
一
l
山
J
J
l
J
1
1
ペ
ペ
…
1
1
十
一
ー
一
ー
一
1
1
山
1
1
一
ー
崎
山
川
一

一
釘
一
酢
一
…
…
…
一
一
一
…
…
一
一
一
…
…
一
一
…
一
一
…
…
…
一
一
…
一
…
…
…
…
…
…

z

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

一

…

一

一

…

…

一

一

一

強

T

U

一

山

山

山

山

町

山

山

山

山

山

…

叩

…

一

一

一

一

山

一

一

一

-

一

一

-

叩

一

一

一

一

一

叩

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

…

…

一

…

一

一

一

「
…
-
6
ふ
町
川
副
川
E
…
8
…
8
…
8
叫
引
川
劃
山
O
叫
q
Z
E
M
m
訓
劃
…
3
山
岨
百
三
5
…
4
山
『
山
A
U
山
4
一
7
山
B
r
-
-
唱
…
2
叩
団
山
7
山
岨
山
8
山
岨
=
5
…
唱
山
崎
吃
唱
…

q
山
自
主
唱
山
i
崎
山
i
4
山
A
山
7
…
3
山
d
l
山
$
山
唱
山
A
M
山
9
山
晴
山
J
A
一
喝
一
川
リ
…
1
一
町
一
泊
一
旧
沼
市
一

一
山
-
A
W
山
小
…
下
…
E
I
f
下
山
B
M
日
…
4
山
骨
山
B
山
E
m
ぬ
い
山
却
一
4
山
内
川
…
1
山
4
…
品
川
白
川
島
叩
B
一
2
…
A
河
川
匂
，
一
D
…
3
…
E
一
2
I
f
1
一
色
三
一
4
…
B
I
f
6
叩
G
M
T
-
一
畳
一
白
山
5
山
β
山
6
…
1
I
4
官
f
E
I
f
1
一
A
I
A
-
A
E
-
-
-
3
…
1
…
D
山
5
一

一
…
一
L
…
4
…
1
…
釦
…
1
…
z
…
1
…
む
…
a
…
a
…
n
u
…
。
山
…
a
…
十
U
…
瓜
…
以
…
ι
…
札
…
n
仙
一
札
一
色
一
也
一
a
…
弘
一
F
a
-
-
一
1
…
凪
…
1
…
丘
一
1
一
a
=
1
…
a
…
丸
一
Z
一
1
一
a
一
1
…
沌
一
1
…
a
比
一
z
…
丘
一
1
一
A
一
一
z
r
小
一
1
…
吸
…
1
一
同
品
…
a
…
a
一
司
e
e
-
-
…
1
…
a
…
出
品
一

一
z
j
L
一
2
…
b
…
2
…
日
山
2
山
2
…
れ
山
2
部
品
川
日
山
ん
』
山
広
…
z
山
2
山
引
山
山
口
山
岳
山
町
訓
山
耐
副
山
内
c
…
2
…
2
一
山
口
山
山
H
U
h
-
z
…
2
山
刷
出
山
レ
l
r
引
…
1
山
引
=
2
山
引
一
n
f
E
山
E
山
引
…
2
…
岳
山
A
d
山
引
山
Z
山
広
山
E
山
岳
山
E
山
2
山
2
z
t
z
-
E
一
U
…
れ
ト
一
1
一
2
7
l
一
E
一

-
R
m
-
a
a
M
a
a
M
a
a
川
ι
m
i
A
m
l
a
山
i
m
a
a
山
a
a
…
mlamea
寸

amaamid
…
m
l
i
m
-
-
川
t
a
町
t
i
m
i
i
巾
t
a
-
-
m
i
m
-
-
i
M
t
i
m
i
d
M
l
川
町
m
Z
l
i
m
I
M
l
i
m
i
t
m
l
t
m

て

4mlimlimiimitmlemlimlimitmlimit州

I州

l
-
i
l
仙
川
-
川
i
叩
m
i
-

-

明

山

一

山

山

一

山

山

山

町

一

山

山

山

川

町

山

山

叩

山

山

…

…

…

一

川

…

一

山

山

山

山

…

叩

=

山

山

山

山

山

…

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

一

山

山

一

山

山

一

一

ZE
閉山
V

為

一

-

山

山

一

…

山

山

一

山

町

山

町

山

山

山

町

一

山

山

一

山

…

一

山

山

一

山

山

山

山

山

山

一

一

山

山

山

…

山

…

町

山

山

山

山

山

山

山

山

山

川

川

一

山

山

-

u

叫

一

一

1
叶
」
刷
叫
引
制
叫
剖
川
劃
川
副
叫
則
叫
剖
叫
引
叫
4
H
副
叶
引
叫
引
川
到
剖
叫
剖
叫
剖
叫
刻
川
引
川
川
川
刷
『
到
引
叫
刷
-
4
川
川
川
劃
川
配
…
3
-
一
U
4
8
4
叫
引
と
4
…
7

・4川
引
川
町
か
…
引
叫
引
川
町
川
劃
副
山
4
山
2
山
3
山
7
E
…
6
7
-
3
山
Q
1
3
一
2
Y
E
S
-

-
一
一
企
…
ι
…
立
川
a
x
u
k
r
-
一
t
…
怠
…
忠
一
目
仙
一
弘
山
崎
'
』
…
a
r
ι
…
爪
川
市
f
a
…
&
山
広
川
底
X
E
一
沌
…
礼
一
広
一
閣
品
川
凡
山
間
叫
山
肌
…
臥
一
も
…
E
E
瓜
山
由
仙
川
川
貼
…
出
品
…
臥
町
出
川
忠
…
臥
…
也
川
a
k
叫
山
円
仏
…
1
…
出
品
…
は
山
内
叫
…
凡
…
H

日
間
仏
一
同
叫
山
川
也
一
忠
一
同
比
一
川
叩
円
凡
一
忠
一

一
…
一
閣
…
閣
…
川
…
昧
…
剛
山
…
山
間
…
川
…
制
…
国
…
閣
…
以
…
広
一
市
…
川
崎
…
削
…
ぼ
…
間
…
叩
叫
…
閣
…
山
町
…
削
…
山
剛
一
品
…
巾
…
山
川
一
山
…
旧
…
剛
…
洲
一
凶
聞
…
同
一
山
剛
一
剛
一
凶
…
凶
…
m
u
一
階
…
山
…
洲
…
航
…
山
…
川
叩
…
町
一
辺
…
凶
一
b
m
一
m
u
…
均
一
m
u
一
問
一
同
一
附
一
山
一
同
…
m
N
…
旧
…
川
崎
一

一
1
一
-
4
…
4
…
4
…
4
…
4
…
4
…
4
…
4
一
町
…
申
…
広
…
町
…
5
一
号
…
E
…
E
…
E
…
広
…
町
山
…
酌
…
配
…
町
一
4
…
4
…
4
-
t
…
4
…
4
…
4
…
4
…
4
…
5
日
…
4
v
b
…
5
…
E
…
4
…
E
…
5
…
E
…
6
…
E
…
副
一
E
…
ι
…
E
…
E
…
E
…
干
…
6
-
4
…
A
伸
一
E
-
4
一
E
一
F
U
…
E
一

一
泊
…
品
川
一
一
ー
…
ー
…
ー
…
…
ー
…
ー
…
ー
…
ー
…
-
…
…
-
…
…
ー
…
…
…
…
;
…
…
…
…
一
-
…
ー
…
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
…
…
一
一
一
…
一

一

回

一

』

即

一

一

一

一

…

一

一

一

一

一

一

一

一

一

…

一

一

一

一

…

…

…

一

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

…

一

…

…

一

一

一

一

一

司

目

…

ι

w

一

山

…

山

山

…

叩

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

川

-

山

山

-

一

山

…

川

町

山

山

川

町

山

…

山

川

山

…

山

一

伽

一

一

一

町

一

一

『

叫

川

『

叩

叩

叩

-

一
…
一
5
…
4
…
4
…
5
…
5
一
5
…
5
…
6
…
6
一
6
…
5
…
5
…
6
…
6
…
5
一
5
…
日
…
7
…
6
…
6
…
7
…
6
一
4
…
5
一
6
一
4
一
4
…
5
…
5
一
4
官
。
一
7
一
5
…
5
一
6
官
。
一
5
…
5
…
6
一
5
一
5
E
u
…
6
…
5
…
6
…
6
一
7
…
6
…
6
叩
7
2
0
一
4
一
5
一
6
一
5
一
6
1
0
一
6
一

一
ゆ
…
一
一
一
一
-
一
一
一
一
ー
一
l
…
一
…
ー
…
ー
一
l
…
…
…
…
…
-
…
…
…
一
-
一
一
一
…
…
…
…
…
…
一
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
…
…
一
…
…
…
一

一

河

川

ベ

リ

-

m

m

仙

叫

叩

山

叩

m

叫

叩

叩

山

川

川

叩

一

叩

叩

…

山

一

-

一

一

-

叩

川

明

山

山

川

=

山

一

川

町

山

一

川

町

山

川

町

山

山

山

山

山

川

町

-

一

山

-

m

m

叫

白

一

合

体

一

…

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

一

一

一

…

…

一

…

一

一

…

…

一

一

一

…

一

一

…

一

一

一

…

…

一

一

一

一

一

…

…

…

一

…

…

一

…

…

一

一

一
-
一
一
D
V
ニ
』
…
s
…
5
…
β
…
z
…
1
一
s
…
3
…
s
…
s
…
z
一
1
…
1
…
B
…
z
…
A
…
A
…
s
…
A
…
』
一
且
…
A
…
3
一
j

…
1
…
2
…
D
…
J
…
3
…
2
2
…
s
…
s
…
;
…
E
…
D
…
s
…
ι
…
J
…
』
…
s
…
2
…
』
…
ι
…
2
…
3
…
l
J
…
ゅ
…
β
一
叫
…
ι
…
イ
リ
一
n
b
一
直
一
日
…
ゆ
一

一
…
一
ι
…
ι
…
i
f
ι
…
札
…
a
…
ι
…
ι
…
ι
…
a
…
且
一
7
h
…
I
…
ι
…
a
…
a
…
a
…
庄
一
ι
…
ι
…
1
…
ι
唯
一
a
…
a
…
i
t
-
-
…
ι
…
F
h
及
。
ι
…
1
…
1
…
a
I
4
…
仇
…
4
…
1
…
1
…
z
…
t
…
1
…
a
…
a
…
也
…
z
…
礼
一
庄
一
1
一
唱
し
一
Z
一
庄
一
1
一
晩
一
n
a
一
1
一
肌
…
ι
…
4
…
1
-

E
E
-
-
z
-
一
)
一
割
山
F
町
一
合
引
一
割
…
町
一
広
…
刷
出
一
4
…
&
山
剖
山
町
一
E
…
7
一
割
…
山
剛
山
町
…
刷
一
割
一
か
山
町
山
由
山
島
-
山
一
副
r
e
-
E
山
町
山
4
…
4
山
4
山
E
山
由
n
b
m
g
T
I
E
山
グ
山
七
山

α…
E
山
E
…
E
叩
配
山
七
一
品
山
小
川
Z
7
・
1
…
t
一
小
一
1
-
⑮
山
中
山
骨
-
3
一
ゆ
一
市
…
哩
-

S
B
-
I
…
、
則
一
七
山
山
工
H
山
山
山
下
一
七
山
U
T
ド
山
町
山
七
山
引
一
引
山
ド
l
…
U
…
ト
山
引
山
も
い
…
U
I
H
山
む
ト
山
七
山
引
-
4
ド
山
町
山
1
-
f
山
む
卜

γ
ど
ト

γ
ト
山
十
上
山
下
Z
M
E
一
3
z
f
z
…
3
山
四
一
q
r
z
z
r
E
山
内
‘
1
3
一
3
一
a
一
3
一
3
一
3
y
d
-
q
z
n
・
1
2
-
n
4
1
3
…
3
…
3
一

昨
一
敬
…
日
川
一
一
…
-
…
ー
…
…
ー
…
…
-
…
-
…
…
…
-
…
-
…
…
…
…
…
…
…
一
…
一
…
…
一
…
…
…
…
…
…
一
一
ー
ー
一
一
一
ー
…
ー
ー
…
-
一
-
…
ー
…
ー
ー
…
-
-
一
一
一
一
一
一
ー
…
一
一
一
一
一
…
…
…
一

z
-
-
蝉
冊
一
T
J
一
一
一
…
…
…
…
山
山
一
山
山
山
山
…
一
…
山
山
一
一
一
一
山
一
一
一
一
一
一
一
一
=
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
山
…
…
…
…
…
…
-
一
一
一
一
一
一
-

-R-梢
初
山
h
u
u
一
山
…
叩
叩
山
一
山
山
叩
m
m
m
m
山
山
川
山
山
一
一
叩
一
川
一
一
山
山
山
山
一
山
=
…
…
山
叩
山
山
叩
山
山
山
一
山
…
山
…
山
…
…
-
m
m
』
l
I
M
-
-
P
I
r
-
-
-

E
「
叶
」
刈
川
訓
刻
刻
一
1
羽
川
刻
刻
河
川
刻
川
刻
刻
刻
…
1
白
川
訓
刻
刻
刻
…
z
…
s
…
当
訓
刻
…
S
一
D
…
ι
…

5
・I
…
5
一
2
E
=
s
…
j

万
五
五
五
五
五
三
…
2
…
1
1
…
B
E
…
D
X
…
2
3
…
5
一
5
…
s
y
一
ι
…
A
B
E
-
-

昭
一
…
一
同
一
…
一
晩
…
川
札
…
侃
…
m
胤
…
M
叫
…
m
胤
…
侃
…
侃
…
は
…
也
…
M
M
…
は
…
円
札
…
削
ι
…
日
ι
…

a
…
m
ι
…
明
ι
…
日
叫
…
飢
…
円
札
一
札
…
純
一
同
山
一
円
川
…
引
札
…
侃
…
純
一
m
ー
一
一
見
一
立
侃
一
同
一
…
間
山
一
抱
一
川
山
…
ぬ
…
日
比
一
m
一
一
円
札
…
刊
同
一
肌
…
民
一
明
品
一
m
A
一
民
一
肌
一
ぬ
…
ぬ
…
幻
一
れ
…
町
内
一
花
一
関
…
純
一
m
…
引
一
ト

-
三
?
L
-
M
川
十
I
F
7
1
7
1
ω
1
m
T
M
F
7
1
7
l
r
t
r
i
m
-
-
7
1
7
1
7
1
7
l
M
1
川
1
v
i
d
-
-
1
T
I
T
I
-
-
M
I
-
-
7
1
7
1
1
山
1
a
1
T
I
T
I
7
l
M
I
T
-
-
7
l
山
1
叩
1
叩
1
T
I
T
I
T
I
山
1
1
S
M
I
t
-
T
I
-
-
t
l
山
1
-
1
2
1
山
1
7
4
月

糸

-

鹿

…

)

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

…

…

…

一

一

一

…

一

…

…

…

…

…

…

一

一

一

一

…

一

…

一

一

一

一

…

…

…

一

7

-
M
枇
…
均
一
…
…
…
一
一
一
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
…
…
一
一
一
ー
一
…
一
一
一
一
…
…
…
…
一
一
…
…
…
一
一
一
…
一
一
一
…
一
一
…
…
…
…
一
…
…
一
…
…
…
一

料

一

繍

沼

一

一

一

…

r

ト

ト

ー

二

ト

ト

…

…

…

ト

ト

ト

ト

…

ー

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

」

「

い

い

い

卜

r

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

」

F

車
四
川
J
山
l
l
Z
引
か
引
町
川
町
f
3
山
自
一
o
u
u
引
川
山
n
o
m
a
4
山
，
《
叫
刈
f
B
I
R
o
-
o
m
B
…
9
…
7
…
3
-
B
r
d
…
8
-
9
山
内
，
山
8
7
4
山
7
…
日
山
7
=
1
r
Z
6
山
7
山
3
…
3
…
6
山
7
山
日
正
1
0
…
5
r
Z
4
…
3
…
3
7
1
一
9
…
5
-
9
m
E
山
9
-
1
M
1
m
n
u
一
O
一

研
-
量
…
一
b
…
E
…
訓
一
忠
一
川
…
訓
…
訓
…
I
…
D
一
訓
…
川
一
Z
一
訓
…
広
一
川
一
川
…
訓
…
ぶ
…
川
一
訓
一
5
…
広
一
訓
…
川
一
副
・
一
忠
一
ぷ
一
却
一
『
J
…
1
一
訓
一
ー
=
2
…
向
品
…
白
…
f
一
川
一
1
一
訓
…
I
…
2
一
川
一
泊
一
訓
…
2
…
1
1
β
…
ι
…
J
…
ゅ
…
け
一
川
一
副
…
♂
一
け
…
崎
…
3
…
ゆ
一

販
-
当
…
一
配
…
引
…
航
…
引
…
1
…
配
…

ω…
α一
幻
…
z
…
I
…
む
一
釦
…
ι
…
ι
…
t
…
配
…
引
…
r
h
…
引
…
配
…
わ
一
配
…
a
…
札
一
釦
一
千
h
…
む
…
1
…
札
一
釦
…
ι
一
配
…
山
口
一
肌
…
且
…
1
…
I
…
f
u
…
1
…
ι
ι
…
ι
…
i
h
…
配
一
丘
一
丘
一
ι
…
弘
一
ι
…
且
…
且
一
a
一
&
一
弘
一
旦
…
a
…
ι
…
a
一

司
-
重
…
一
M
U
…
ι
…
町
ι
…
坑
…
2
…
a
一
割
一
部
一
お
…
お
一
E
…
市
山
一
剛
山
…
u
…
&
…
削
剖
…
計
一
ι
…
ι
…
ι
…
出
…
4
一
割
…
《
…
M
h
一
&
…
r
t
…
4
…
引
仏
…
4
…
M
h
…
日
割
…
小
山
…
訓
…
引
品
…
3
…
か
か
…
ぉ
…
3
…
以
…
g
…
札
。
…
説
…
引
ふ
…
叩
山
…
剖
…
引
制
…
引
制
…
剖
…
4
一
割
…
4
一
割
一
州
市
一
申
一
昨
山
…
引
一

f
 

む

一

純

…

、

U

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

一

…

一

…

…

…

一

1
J
h
E
d
a
m
'
h
u
-
m
m
m
m
叩
m
m
m
m
m
山
m
m
叩
m
m
一
m
m
m
m
-
m
m
-
町
町
山
山
山
山
Z
町
m
m
m
m
m
m
川
町
叩
川
町
叩
町
叩
山
崎
叫
-
h
伽
-
叫
川
崎
-

a

4

-

一

一

…

一

山

山

一

…

一

一

山

山

一

一

一

山

山

…

…

…

…

…

一

一

山

…

一

…

…

…

山

…

…

一

一

…

…

山

山

山

山

山

山

…

…

…

…

…

…

…

山

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

刷
一
E
…
一
白
…
白
…
白
…
自
…
自
…
自
…
白
…
自
…
白
一
白
自
白
…
自
白
白
…
白
一
白
…
白
…
自
…
自
…
自
…
自
一
肝
…
肝
…
肝
一
泥
…
泥
…
泥
…
泥
一
泥
…
泥
沼
…
自
…
白
一
白
一
白
…
白
…
白
一
白
一
白
…
白
…
白
…
白
…
自
…
白
一
白
…
白
一
白
…
白
…
白
一
川
一
川
一
川
一
泥
一
泥
…
泥
…
泥
一

戚
-
刊
一
一
I
…
I
…
I
…
I
…
l
…
l
…
l
…

f
…
I
…
l
…
l
…

t
…
I
…
I
…
l
…
l
…
i
…
l
…
l
…
l
…
l
…
l
一
ヵ
…
力
…
力
一
.
2
…i
…i
…i
…i
…
・
1
一
・
1
l
…
l
…
l
…
l
…
l
一
l
…
l
…
l
…
l
…
l
…
l
…
l
一
l
一
l
…
l
…
l
…
l
一
l
l
…
|
一
ヵ
…
力
…
力
「
J
j
…
j
一
j
一

z
 
q
 
罰
ユ
川
引
刊
日
1
…
…
…
u
u
u
u
i
i
一
川
刊
日
1
…
ー
…
日
U
L
I
…
1
-
1
…
U
1
一
1
…
1
…
1
…
l
…
3
…
]
…
1
一
-
r
…
-
r
f
…
-
r
…
-
r
…
-
r
…
-
r
…
-
L
E
L
L
-
r
…
-
r
…
E
L
L
-
r
…
-
L
-
r
一
回
r
r
r
一
-
L
E
L
F
-
-
r
…
-
L
E
r
r
-

辺
一
禍
…
一
目
…
泊
…
泊
…
泊
…
目
…
羽
…
目
…
泊
…
目
…
E
…
目
…
羽
…
羽
…
羽
…
b
…
泊
…
E
…
E
…
羽
…
泊
…
泊
…
羽
一
泊
…
出
…
泊
一
泊
…
羽
…
目
…
目
…
泊
…
泊
…
国
一
芳
…
舛
…
好
…
好
…
針
…
舛
…
好
…
針
…
針
…
併
…
位
打
…
好
一
好
…
舛
…
ι
川
…
好
…
好
一
軒
一
侍
一
針
一
軒
一
併
一
針
一
好
…
好
一
針
一

E
 
君
主
俄
m
-
川
町
川
m
m
m
m
山
m
m
m
m
叫
巾
m
m
m
m
m
m
山
-
一
m
-
m
M
M
叩
一
m
=
山
円
叩
m
m
m
叩
山
仙
川
町
川
l
l
r
L
i
r
-
一
ド
l
l
r
l
「
l
r
l
r
」
1
ぃ
l
l
r
l
r
」

E
町
一
2
…
7
r
g
山
似
合
7
山
4
…
B
山
3
…
4
l
山
1
M
9
m
a
t
s
配
日
5
山
7
…
9
m
B
m
9
…
9
山
1
山
9
-
B
一
6
山
2
7
1
山
8
山
2
r
u
z
Z
2
山
P
E
-
-
r
u
z
o
…
1
一
7
山
内
E
B
Z
O
山
内
三
4
山
4
…
1
山
2
山
内
主
3
T
4
山
F
O
I
l
一
日
一
4
…
3
…
7
-
4
V
2
吋
7
川
1
-

一
…
-
f
…
J
…
2
…
巾
…
♂
…
ゅ
…
川
一
J
A
…
ι
…
A
…
t
…
a
A
一
A
…
β
…
t
ゅ
…
司
…
J
…
川
…
3
…
ι
…
d
…
ゆ
一
ゆ
…
山
1
1
一
司
J
…
ゅ
…
川
崎
…
ι
…
崎
…
リ
…
川
崎
…
ほ
一
同
…
2
…
凶
…
川
円
…
1
…
ゅ
…
日
…
泡
…
唱
…
川
崎
…
M
…
凶
…
げ
品
川
…
川
川
…
川
叶
…
は
一
時
…
湖
一
司
一
山
一
同
一

ω
…同一

一
ヨ
…
)
-
1
…
ι
…
札
一
旦
…
a
…
a
…
a
…
1
…
1
…
1
…
1
…
L
一L
…
2
…
a
…
E
…
4
.
…
1
…
丘
一
1
…
a
一
也
一
a
…
且
…
1
-
z
…
丘
一
且
…
1
一
旦
一
丘
一
1
且
…
a
一
Q
山
一
唱
し
…
且
一
且
一
1
…
a
一
且
一
Z
一
a
…
4
y
h
4
7
r
丘
一
a
…
a
…
a
-
a
一
Z
一
7
.
一
1
…
a
…
a
7
2

一日…

D
一
z
…
創
…
引
一
忠
一
割
…
創
…
引
一
副
一
2
…
3
…
3
一
3
一
3
…
甲
山
…
z
…
a
…
q
d
…
z
…
叩
山
…
z
…
副
…
創
剛
一
割
…
剖
…
4
一
E
…
印
…
刷
…
z
…
引
か
…
4
…
4
E
…
剖
…
E
…
3
…
剖
…
剖
…
3
…
E
…
剖
…
z
…
z
…
島
…
$
…
$
…
$
…
E
…
釦
…
$
…
$
-
n
a
一
A
億
一
4
-
a
Z
E
…
4
…
4
一

一剛川口内川-aa山，aJ，a山，a…，a…，a…，aJ，d山，a…，‘…，‘ωー‘山ー‘…-、山，‘…，‘山，‘…ー‘…，‘山，.山，‘叩a-，‘…，‘…4-a‘叩a‘山a一，‘一a司叩4叩a一，a山4・一ia一aE一，‘…4・山，‘一ia一，‘…，‘…，‘山，‘T.一a-一a・T.一e-一4・一i司-4町一a一a-a…i町一a…a一

一

間

一

計

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

'

…

…

…

…

=

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

…

一

吾
，
一
r
u
一
山
山
山
山
一
山
山
山
山
山
山
山
…
叩
山
山
山
山
一
…
…
一
…
…
一
…
…
山
山
山
山
一
一
一
一
川
山
山
山
山
山
山
…
山
一
一
一
一
一
一
一
一
川
川
一
叩
吋
一
一

寸
…
一
3
…
1
3
0
…
旧
一
旧
…
宮
…
百
一
色
児
唱
…
佐
役
買
旧
ぼ
…
崎
町
芯
…

η
…
旧
…
随
一
崎
市
…
同
一
同
…
3
…
旧
…
旧
市
一
旧
市
市
沼
市
一
喝
比
一
同
…
旧
抱
一
旧
出
也
市
尚
一
的
尚
一
旧
一

η
一
抱
一
問
-
3
…
旧
一
抱
一
市
出
一
市
川
均
一

一
…
一
川
…
ぷ
…
ぷ
…
訓
…
訓
…
訓
…
川
…
訓
…
訓
…
訓
…
訓
…
訓
一
訓
…
別
…
訓
…
広
一
却
…
訓
…
訓
…
s
…
訓
…
訓
一
訓
…
印
刷
…
s
-
3
…
I
…
印
刷
…
訓
一
小
…
s
…
川
内
川
…
中
山
一
小
一
小
一
忠
一
息
…
訓
一
品
…
内
川
一
向
川
一
小
…
却
一
忠
一
仙
川
一
忠
一
忠
一
s
…
z
…
q
d
一
十
山
内
川
一
S
一
J
…
1
…
1
…
β
一

一
…
一
札
…
t
…
ι
…
則
一
則
一

ω一
α
…
α…
い
一
山
…
u
…
u
…
u
…
ι
一
配
…
釦
…
配
一
引
…
引
一
昨
一
弘
一
紅
一
む
…
山
一
十
U
一
T
h
一
且
一

ω一
ω…
臥
一
七
…
止
か
一
以
一
代
比
一
肌
一

α
…
卜
U
一
U
一
十
七
…
釦
…
釦
…
丘
一
l
叫
…
忠
一
白
…
1
…
1
…
7
I
a
…
且
一
且
…
什
町
一
七
一
n
t
…
a
…
a
…
ι
一

「
'
…
つ
一
公
一
辺
…
M
U
…
a
…
訓
…
羽
一
割
一
町
品
川
釦
…
&
…
E
…
剛
山
…
市
山
山
g
I
J
…
引
山
…
引
副
…
広
一
広
…
I
…
出
山
出
一
r
L
…
削
品
川
Z
一
r
ι
…
刷
出
川
削
品
川
引
剖
…
訓
…
3
一
広
=
削
品
川
削
品
一
割
一
割
一
割
…
3
山
3
一
3
一
広
…
町
山
小
山
…
A
J
一
引
山
一
割
一
古
一
z
…
z
一
割
一
割
一
割
一
割
…
3
一
割
…
訓
…
守
山
一
島
一

存
配
一
，
J
，
J
J
E
-
-
1
1
1
1
1
J
E
-
-
1
…
J
E
-
-
…
'
ー
、
…
4
1
1
一
，
4
1
1
一
;
…
，
4
1
1
1
1
1
-
‘
ー
…
:
1
1
1
1
1
1
1
1
1
…
:
1
1
1
…
-
‘
…
:
…
:
一
;
…
:
…
-
‘
一
:
…
;
…
:
…
:
一

τ引
'

I

h

-

-

m

m

m

…

山

山

山

川

一

山

山

川

叩

山

山

山

…

…

山

山

山

-

m

山

『

山

川

叩

山

山

…

川

町

山

山

…

山

山

…

一

山

山

山

山

山

山

山

山

山

一

…

…

一

…

山

山

-

可

五

目

白

山

山

山

山

…

山

山

山

…

…

…

山

…

山

山

山

…

山

町

山

叩

一

山

山

一

山

…

…

山

山

山

一

一

山

川

町

山

…

山

山

山

…

山

山

川

川

川

山

山

叫

叫

-

伽

一

一

一

一

日

一

一

…

一

一

一

一

一

一

…

…

一

…

…

一

一

一

一

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

…

…

-

…

…

…

…

一

一

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

一

…

…

一

一

一

一

一

一L
、
…
れ
一
5
一
5
一
5
一
D
…
D
…
D
一
2
…
2
一
5
…
5
…
5
…
B
一
白
…
D
…
2
…
5
一
B
ぽ
…
凶
…
M
…
同
…
同
一
3
…
D
…
5
一
3
…
5
…
D
-
…
D
…
2
…
5
…
D
D
…
2
2
…
2
…
3
…
5
…
5
…
5
…
B
…
』
…
D
…
2
一
五
一
S
一
川
…
ゆ
…
日
…
日
…
日
一
5
…
』
…
5
一
2
…
2
…
D
…
2
一

一
示
…
付
一
口
…
H
M
…
万
一
以
…
似
…
引
…
u
…
u
…
u
h
…
u
h
…
u
h
…
川
町
…
u
u
…
以
…
町
山
…
山
…
川
町
…
川
…
。
…
川
川
…
似
…
瓜
一
口
…
U

臥…uh一目…

η
…
u
ω
…
似
…
u
h
…
u
h
…
引
制
…
山
一
郎
…
u
h
…
ι
…
u
h
…
u
h
…
u
h
…
川
町
…
川
町
…
山
山
…
u
h
…
u
h
…
川
町
…
m
…
肌
…
ほ
…
川
川
…
肌
一
行
…
似
…
山
一
U
一
山
…
引
…
引
一

一
-
-
r
a
z
-
-
t
i
t
-
-
J
i
m
-
-
J
4
J
4
a
m
i
m
-
-
J
i
m
-
-
J
1
1
・
1
1
1
1
E
m
-
-
1
・
-
J
i
E
4
m
・
1
J
i
m
-
ω
1
1
守
i
m
i
m
-
-
m
l
ω
i
m
i
m
-
-
J
i
m
-
-
J
i
-
-
M
1
1
1
J
1
1
1
1
1
，
一
m
i
m
-
-
一
-mlim--山lー-

U

白

川

町

山

山

川

町

川

町

山

一

一

山

山

川

U

恥

m

m

m

叩

吋

-

m

m

-

m

山

吋

m

m

m

j

Z

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

川

川

-

m

m

-

川

川

川

-

a
…
一
1
…
2
…
3
…
4
一
5
…
6
…
7
4
…
8
…
9
…
叩
…

η
…MM…悶…同…日…日目…

η
…
ω
…
問
一
却
…
引
一

n
一
n
…M山一お一お一幻…

n
…mo…

ω
一
引
山
一
位
=
明
山
一
例
…
お
…
日
刊
…
幻
一
叩
山
一
切
…
判
一
出
一
m
一
M
N
…
判
一
何
一
M
刊
一
円
引
…
純
一
日
刊
一
切
…
引
一
昭
…
日
…
日
一
日
…
弱
…
幻
…
日
一

由
叩
一
叩
叩
川
町
一
山
川
叩
山
一
一
一
m
l
山
川
町
…
一
山
i
川
山
i
J
;
一
i
J
t
J
i
-
-
i
i
山
i
J
i
J
i
J
1
…
ー
…
ー
=
1
m
i
1
山
…
ー
…
!
山
i
l
f
内
山
i
山
i
山
i
一
d
山
J
i
…
J
1
…
J
i
…
川
町
山
…
一
…
…
山
一

J

¥

 


	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011
	page-0012
	page-0013
	page-0014
	page-0015
	page-0016
	page-0017
	page-0018
	page-0019
	page-0020
	page-0021
	page-0022
	page-0023
	page-0024
	page-0025
	page-0026
	page-0027
	page-0028
	page-0029
	page-0030
	page-0031
	page-0032
	page-0033
	page-0034
	page-0035
	page-0036
	page-0037
	page-0038
	page-0039
	page-0040
	page-0041
	page-0042
	page-0043
	page-0044
	page-0045
	page-0046
	page-0047
	page-0048
	page-0049
	page-0050
	page-0051
	page-0052
	page-0053
	page-0054
	page-0055
	page-0056
	page-0057
	page-0058
	page-0059
	page-0060
	page-0061
	page-0062
	page-0063
	page-0064
	page-0065
	page-0066
	page-0067
	page-0068
	page-0069
	page-0070
	page-0071
	page-0072
	page-0073
	page-0074
	page-0075
	page-0076
	page-0077
	page-0078
	page-0079
	page-0080
	page-0081
	page-0082
	page-0083
	page-0084

